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は
じ
め
に
徳
島
藩
領
に
お
け
る
林
野
区
分
に
つ
い
て
、
か
つ
て
津
川
正
幸
氏
は
、
次
の
よ
う
に
分
類
し
た（
1
）。①藩
が
管
理
収
益
主
体
の
林
野
御
林
…
領
主
が
直
接
使
用
収
益
し
た
山
。
定
請
山
…
御
林
の
う
ち
、
年
々
運
上
金
上
納
等
に
よ
り
年
季
を
限
っ
て
樹
木
秣
採
取
を
藩
が
許
可
し
た
山
林
。
取
山
…
御
林
の
う
ち
、
藩
が
木
材
売
人
に
永
代
請
所
と
し
て
貸
下
げ
た
山
林
。
②
村
が
管
理
収
益
主
体
の
林
野
野
山
…
村
民
が
秣
肥
草
を
採
取
す
る
山
林
。
稼
山
…
百
姓
が
家
業
の
為
に
用
材
・
薪
炭
材
を
採
取
し
た
山
林
。
③
個
人
が
管
理
収
益
主
体
の
林
野
検
地
名
負
山
…
個
人
が
用
材
・
薪
炭
材
等
を
伐
採
し
た
山
林
。
氏
は
、
こ
の
よ
う
に
管
理
収
益
主
体
を
軸
に
類
型
化
し
て
お
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
概
ね
正
し
く
、
の
ち
の
『
徳
島
県
林
業
史
』（
2
）や
、
林
業
経
済
史
の
立
場
か
ら
木
頭
林
業
の
展
開
を
追
っ
た
有
木
純
善
氏
の
労
作
『
林
業
地
帯
の
形
成
過
程
』（
3
）に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
右
の
全
般
的
な
類
型
で
は
近
世
に
お
け
る
時
期
的
な
展
開
差
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
御
林
の
中
か
ら
ど
の
よ
う
な
過
程
を
伴
っ
て
定
請
山
や
取
山
と
い
う
形
態
が
顕
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
御
林
と
野
山
と
が
隣
り
合
う
よ
う
な
場
に
お
い
て
如
何
な
る
問
題
が
派
生
し
て
い
た
の
か
、
こ
う
し
た
点
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
総
じ
て
、
山
林
の
類
型
化
を
、
歴
史
的
展
開
差
や
地
域
的
な
広
が
り
の
中
で
、
捉
え
直
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
右
の
課
題
の
す
べ
て
を
一
挙
に
解
決
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
藩
の
山
林
政
策
や
、
個
々
の
山
と
地
域
の
実
態
を
丁
寧
に
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
の
再
検
討
の
第
一
歩
と
し
て
、「
御
林
」
関
係
の
触
か
ら
、
近
世
前
期
徳
島
藩
に
お
け
る
御
林
制
度
の
歴
史
的
展
開
を
解
明
し
、
あ
わ
せ
て
関
連
す
る
山
林
政
策
の
あ
り
方
も
含
め
て
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
の
際
、
触
の
多
く
は
、
あ
る
事
象
に
対
し
て
対
処
的
に
出
さ
れ
た
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
に
ど
の
よ
う
な
事
態
が
存
在
し
た
の
か
を
想
定
し
な
が
ら
、
御
林
政
策
を
系
統
的
に
理
解
す
る
よ
う
に
し
た
い
。
な
お
、
徳
島
藩
の
触
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
藩
法
集
3
徳
島
藩
』（
4
）が
あ
る
。
徳
島
藩
で
は
、
天
保
期
に
、
そ
れ
ま
で
藩
内
で
出
さ
れ
た
法
令
を
、
お
お
む
ね
網
羅
し
、
役
所
ご
と
に
関
連
す
る
法
令
を
「
元
居
」（
5
）と
し
て
集
成
し
た
。
こ
れ
を
基
礎
に
編
纂
し
た
の
が
『
藩
法
集
』
で
あ
る
。
そ
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
初
期
に
は
藩
主
名
判
に
よ
る
「
申
渡
」
や
「
定
」、
あ
る
い
は
御
仕
置
家
老
か
ら
直
接
御
目
付
・
本
〆
を
通
じ
て
、
諸
奉
行
へ
「
覚
書
」
の
形
で
命
じ
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
こ
れ
ら
は
厳
密
な
意
味
で
は
「
触
」
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
指
示
を
受
け
て
村
々
に
実
際
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
広
い
意
味
で
「
触
」
と
捉
え
、「
元
居
」
の
な
か
で
も
「
郡
方
」「
御
蔵
所
勘
定
方
林
方
御
検
見
人
」
か
ら
御
林
に
関
わ
る
触
を
編
年
的
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
系
統
的
に
検
討
を
加
え
た
。
近
世
前
期
徳
島
藩
に
お
け
る
御
林
制
度
町
田
哲
（
キ
ー
ワ
ー
ド‥
日
本
近
世
、
徳
島
藩
、
触
、
山
、
御
林
、
野
山
）
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一一
七
世
紀
半
ば
ま
で
の
御
林
制
度
⑴
御
林
関
係
史
料
の
初
見
近
世
初
頭
の
御
林
に
つ
い
て
は
、
領
国
全
体
に
関
わ
る
触
が
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
個
別
に
藩
側
か
ら
指
示
が
出
さ
れ
る
場
合
が
大
半
で
あ
る
。
し
か
も
、「
御
林
」
の
語
は
使
わ
れ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
【
史
料
1
】『
民
政
下
』
一
九
六
〇
頁（
6
）
急
度
申
聞
候
、
仍
為
公
儀
御
用
大
粟
山
檜
杉
堅
相
留
候
、
得
其
意
政
道
不
可
有
油
断
候
、
為
其
如
此
候
、
謹
言
元
和
八
八
月
四
日
ほ
う
あ
ん
宗
一
（
印
）
里
村
権
左
衛
門
と
の
へ
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）、
蜂
須
賀
蓬
庵（
7
）が
、
里
村
権
左
衛
門
（
不
明
、
郡
奉
行
カ
）
に
対
し
、
大
粟
山
（
現
在
名
西
郡
神
山
町
一
帯
）
の
杉
檜
を
、「
公
儀
御
用
」
の
利
用
を
目
的
に
以
後
の
伐
採
を
禁
じ
、
そ
の
「
政
道
」（
管
理
）
を
徹
底
さ
せ
る
指
示
で
あ
る
。
当
時
幕
府
よ
り
度
重
な
る
普
請
役
（
大
坂
城
修
築
等
）
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と（
8
）を
勘
案
す
れ
ば
、「
公
儀
御
用
」
と
は
、
幕
府
か
ら
の
普
請
役
賦
課
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
特
定
の
山
の
特
定
の
樹
種
が
、
幕
府
か
ら
の
公
儀
普
請
役
賦
課
へ
の
対
応
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
ま
だ
こ
の
段
階
で
は
、
ⅰ
特
定
の
山
が
、
御
林
と
し
て
公
儀
普
請
役
や
御
用
木
確
保
を
目
的
に
設
定
さ
れ
て
い
く
方
向
（＝
御
林
化
）
と
、
ⅱ
特
定
の
樹
種
の
伐
採
を
禁
じ
る
動
向
（＝
五
木
・
七
木
の
伐
木
禁
止
）
と
が
、
未
分
離
の
状
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
⑵
御
林
か
ら
の
盗
伐
取
締
り
次
の
御
林
関
係
の
触
と
し
て
は
、
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
年
一
一
月
の
も
の
が
あ
る
。
【
史
料
2
】『
藩
法
集
』
二
一
一
九（
9
）
一
、
久
井
谷
一
、
折
宇
谷
一
、
登
り
尾
一
、
長
者
ヶ
平
一
、
蔭
権
太
一
、
矢
那
瀬
一
、
葛
谷
一
、
赤
松
山
一
、
大
用
内
一
、
澤
谷
一
、
尾
尻
山
一
、
太
龍
寺
山
右
拾
弐
ヶ
所
御
留
山
之
外
、
諸
材
木
木
頭
中
島
奉
行
方
へ
相
断
、
海
部
郡
百
姓
共
材
木
ニ
可
仕
候
、
此
旨
可
被
申
渡
候
、
以
上
承
応
元
年
霜
月
十
五
日
長
谷
川
越
前
山
田
豊
前
蜂
須
賀
山
城
賀
島
主
水
佐
野
伊
兵
衛
長
谷
川
越
前
ら
家
老
四
人
が
、
南
方
郡
奉
行
佐
野
伊
兵
衛
に
宛
て
た
内
容
で
、
こ
こ
に
掲
げ
た
一
二
ヶ
所
の
御
留
山
以
外
の
諸
材
木
に
つ
い
て
は
、
木
頭
中
島
奉
行
に
報
告
す
れ
ば
海
部
郡
百
姓
の
材
木
と
し
て
よ
い
と
い
う
指
示
を
、
管
轄
下
に
申
し
渡
す
よ
う
に
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
一
二
の
御
留
山
の
存
在
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
い
ず
れ
も
那
賀
川
上
流
・
中
流
域
に
点
在
し
て
お
り
、
基
本
的
に
（
百
姓
に
よ
る
）
樹
木
伐
採
・
下
草
採
取
が
禁
じ
ら
れ
た
「
留
山
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
本
文
の
内
容
か
ら
、
①
那
賀
川
流
域
の
御
留
山
は
こ
の
段
階
で
、
以
上
の
一
二
ヶ
所
を
中
心
と
し
て
い
た
こ
と
、
②「
御
留
山
」を
限
定
す
る
こ
と
と
表
裏
の
関
係
で
、
そ
れ
以
外
の
山
か
ら
の
材
木
伐
出
し
を
認
可
す
る
と
同
時
に（
10
）、
③
そ
の
流
通
を
木
頭
中
島
奉
行
が
掌
握
す
る
と
い
う
方
向
性
が
明
示
さ
れ
た
こ
と（
11
）、
が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
の
二
年
後
に
あ
た
る
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
八
月
三
日
に
は
、
次
の
よ
う
な
指
示
が
家
老
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
【
史
料
3
】『
藩
法
集
』
一
五
四
〇
一
、
那
賀
郡
横
石
山
之
内
、
し
る
さ
う
の
尾
よ
り
、
だ
う
き
し
の
尾
、
並
や
け
か
れ
の
裏
迄
、
先
年
よ
り
御
留
山
ニ
被
仰
付
置
候
條
、
若
御
法
度
相
背
者
於
有
之
は
、
曲
事
ニ
可
被
仰
付
候
間
、
常
々
無
油
断
可
相
守
者
也
承
応
三
年
八
月
三
日
長
谷
川
越
前
山
田
豊
前
山
守
久
右
衛
門
か
た
へ
横
石
山
（
前
掲
史
料
2
「
赤
松
山
」
に
隣
接
）
が
、
こ
れ
以
前
か
ら
「
御
留
山
」
で
あ
る
が
、
そ
の
領
域
を
確
定
し
、
そ
の
上
で
「
山
守
」
久
右
衛
門
に
取
締
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
久
右
衛
門
は
、
横
石
村
の
御
林
番
人
野
村
家
の
こ
と
で
あ
り
、
触
の
中
で
は
御
林
番
人
の
初
見
に
あ
た
る
。
横
石
山
と
い
う
、
御
留
山
に
設
定
さ
れ
た
個
別
の
山
に
対
し
て
、
担
当
の
山
守
が
設
定
さ
れ
て
い
た
点
が
う
か
が
え
よ
う
。
ま
た
、
家
老
か
ら
直
接
御
林
番
人
に
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
異
例
さ
は
、
直
前
に
「
御
留
山
」
横
石
山
に
何
ら
か
の
問
題
が
発
生
し
て
い
た
可
能
性
を
に
お
わ
せ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
個
別
の
山
を
対
象
に
「
御
留
山
」
の
取
締
の
強
化
を
あ
ら
た
め
て
打
ち
出
し
て
い
る
点
が
特
筆
さ
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
史
料
2
・
3
は
木
頭
地
域
を
対
象
と
す
る
地
域
特
定
型
の
山
林
の
材
木
伐
り
出
し
統
制
の
触
や
そ
れ
に
連
動
す
る
対
処
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
期
を
一
に
す
る
よ
う
町 田 哲
―３７８―
に
、
領
内
全
域
を
対
象
と
し
た
藩
に
よ
る
山
林
統
制
の
動
き
も
活
発
化
し
て
い
く
。
第
一
は
、
特
定
樹
種
の
伐
採
禁
止
で
あ
る
。
徳
島
藩
で
は
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
二
月
六
日
に
、
領
内
で
の
七
木
伐
採
禁
止
が
触
れ
ら
れ
た（
12
）。
七
木
と
は
、
桐
・
柏
・
楠
・
桑
・
く
ぬ
ぎ
朴
・
槻
・
と
ち
で
あ
る
。
ま
た
遅
く
と
も
寛
文
期
ま
で
に
は
、
五
木
す
な
わ
ち
松
・
椚
・
杉
・
よ
う
ば
い
檜
・
楊
梅
（
ヤ
マ
モ
モ
）
の
「
留
置
」
が
命
じ
ら
れ
て
い
る（
13
）。
い
ず
れ
も
そ
の
対
象
は
御
林
に
限
ら
ず
、
領
内
の
す
べ
て
の
地
に
お
け
る
特
定
樹
種
の
伐
木
禁
止
で
あ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。第
二
は
、
御
林
に
お
け
る
盗
伐
の
禁
止
で
あ
る
。
例
え
ば
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
八
月
一
五
日
に
、
家
老
長
谷
川
越
前
・
山
田
豊
前
が
「
御
鉄
砲
八
人
」
に
、
諸
所
の
番
所
で
の
改
御
用
を
指
示
し
た
達
書
に
は
、
他
国
か
ら
米
・
酒
を
持
ち
込
む
者
の
取
締
り
、
諸
運
上
や
年
貢
上
納
の
滞
納
者
の
取
締
り
等
と
な
ら
ん
で
、「
一
、
山
里
御
林
其
外
竹
木
等
猥
ニ
盗
伐
取
申
者
於
有
之
は
聞
立
可
申
事
」
と
い
う
箇
条
が
あ
る（
14
）。
つ
ま
り
、
番
所
に
お
い
て
、
御
林
等
か
ら
の
竹
木
の
盗
伐
取
締
り
を
徹
底
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
づ
く
承
応
四
年
（
一
六
五
五
）
二
月
二
七
日
に
は
、
馬
詰
半
兵
衛
・
稲
田
四
郎
左
衛
門
を
通
じ
て
郡
奉
行
管
轄
下
に
次
の
よ
う
な
覚
が
下
さ
れ
て
い
る
。
【
史
料
4
】『
藩
法
集
』
二
一
三
〇
覚
一
、
御
国
在
々
給
地
分
井
普
請
并
用
水
た
め
ニ
御
林
之
内
ニ
て
杭
木
・
樋
木
等
被
下
来
候
へ
と
も
、
自
今
已
後
ハ
被
下
間
敷
旨
被
仰
出
候
、
但
代
物
ニ
て
申
請
ニ
お
い
て
ハ
可
遣
候
、
被
下
候
わ
て
不
叶
所
は
至
其
時
可
令
吟
味
由
、
馬
詰
半
兵
衛
・
稲
田
四
郎
左
衛
門
を
以
二
月
廿
七
日
被
仰
出
候
、
以
上
阿
波
国
内
で
、
地
方
知
行
分
に
お
け
る
用
水
普
請
用
の
杭
木
・
樋
木
と
し
て
、
従
来
は
御
林
か
ら
支
給
し
て
き
た
が
、
以
後
、
こ
れ
を
基
本
的
に
禁
止
す
る
原
則
が
示
さ
れ
て
い
る
。
御
林
の
資
源
は
あ
く
ま
で
藩
直
轄
地
（
御
蔵
地
）
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
徹
底
す
る
内
容
だ
が
、
代
物
の
申
請
ま
た
は
、
事
情
の
吟
味
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
と
の
指
示
か
ら
、
そ
の
主
眼
は
、
御
林
か
ら
の
無
断
で
の
給
地
分
用
水
用
杭
木
・
樋
木
の
伐
出
し
禁
止
に
あ
っ
た
と
理
解
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
御
林
利
用
の
統
制
を
徹
底
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
反
面
、
御
林
の
木
が
杭
木
・
樋
木
と
い
っ
た
勧
農
用
水
普
請
に
も
利
用
さ
れ
る
面
が
あ
っ
た
こ
と
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
一
二
月
三
日
に
は
、
家
老
山
田
豊
前
か
ら
御
林
奉
行
に
対
し
、
御
林
か
ら
の
柴
薪
の
盗
取
に
つ
い
て
、
過
銀
（
歩
荷
に
は
一
人
五
匁
、
馬
荷
に
は
一
〇
匁
、
人
馬
に
は
一
五
匁
）
を
申
し
付
け
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
る（
15
）。
御
林
か
ら
の
盗
伐
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
主
な
取
締
り
の
対
象
は
、
柴
薪
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
燃
料
や
刈
敷
等
を
欲
す
る
御
留
山
近
隣
の
百
姓
ら
が
留
山
に
入
り
、
柴
薪
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
実
態
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
藩
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
彼
ら
の
行
為
は
「
盗
伐
」「
盗
取
」
だ
ろ
う
が
、
百
姓
ら
に
と
っ
て
み
れ
ば
生
活
資
源
の
確
保
の
た
め
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
分
一
番
所
に
対
し
て
、
翌
年
六
月
一
一
日
に
、「
一
、
分
一
於
番
所
ニ
不
相
断
、
歩
ニ
て
も
船
ニ
て
も
ぬ
け
通
者
於
有
之
は
、
其
木
数
一
倍
之
過
料
可
被
召
上
置
事
」（
16
）と
、
分
一
番
所
に
無
断
で
木
材
を
抜
荷
さ
せ
る
者
か
ら
は
、「
木
数
」
の
二
倍
の
過
料
を
と
る
よ
う
に
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。
御
林
と
の
明
示
は
な
い
が
、「
木
」
の
抜
荷
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
分
一
制
度
と
い
う
流
通
統
制
部
分
か
ら
、
御
林
か
ら
の
も
の
を
含
む
木
材
抜
荷
の
取
締
り
を
徹
底
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る（
17
）。
⑶
御
林
の
領
域
確
定
こ
う
し
た
御
林
盗
伐
へ
の
対
処
の
一
つ
と
し
て
、
御
林
の
領
域
確
定
と
い
う
方
向
性
も
、
本
格
的
に
加
わ
っ
て
い
く
。
次
の
史
料
は
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
三
月
、
木
頭
代
官
三
人
に
対
し
、
家
老
か
ら
出
さ
れ
た
申
渡
書
で
あ
る
。
【
史
料
5
】『
藩
法
集
』
一
五
五
五
一
、
麻
尻
山
は
、
谷
口
よ
り
二
股
石
仏
之
尾
、
笹
の
内
朽
木
ヶ
尾
迄
、
谷
わ
け
、
同
裏
分
上
ハ
朽
木
ヶ
尾
よ
り
笹
之
た
う
道
休
ヶ
丸
迄
尾
切
一
、
葛
谷
、
下
は
大
つ
ゑ
よ
り
影
ハ
椎
の
尾
、
同
裏
は
彦
太
夫
尾
、
上
は
鷹
之
尾
横
石
境
く
ゐ
せ
の
休
場
迄
尾
切
一
、
横
石
山
、
下
は
し
る
さ
う
の
尾
崎
た
び
切
両
平
、
上
は
葛
ヶ
谷
山
境
し
し
や
い
つ
ほ
岩
す
か
う
日
和
佐
道
尾
切
右
三
ヶ
所
之
御
留
山
、
弥
堅
可
申
付
旨
、
本
庄
兵
右
衛
門
・
古
屋
七
右
衛
門
・
今
枝
与
三
兵
衛
ニ
申
渡
、
右
之
御
留
山
ニ
添
林
有
之
ニ
付
、
何
も
相
談
を
以
、
自
今
以
後
添
林
ハ
御
明
被
成
候
旨
申
渡
一
、
御
朱
印
谷
之
内
の
ほ
り
尾
山
、
下
ハ
御
朱
印
谷
口
よ
り
壱
間
木
屋
の
谷
影
ノ
尾
切
、
上
ハ
南
川
筋
吉
井
谷
、
同
裏
之
尾
切
ぬ
た
く
ほ
ま
て
尾
通
り
右
は
御
留
山
、
今
度
吟
味
之
上
を
以
、
林
添
共
ニ
弥
堅
御
留
林
ニ
可
申
付
旨
、
右
三
人
へ
申
渡
候
一
、
南
川
筋
大
谷
の
内
、
下
ハ
く
ら
か
り
谷
よ
り
、
上
ハ
高
天
子
迄
之
間
ニ
、
海
部
槙
木
近世前期徳島藩における御林制度
―３７９―
屋
山
よ
り
之
は
へ
こ
し
尾
切
右
之
御
留
林
、
今
度
吟
味
之
上
を
以
、
自
今
已
後
御
明
被
成
旨
、
右
三
人
へ
申
渡
候
万
治
元
戌
年
三
月
十
九
日
こ
こ
で
は
、
那
賀
川
上
流
・
中
流
に
あ
る
麻
尻
山（
出
羽
村
）、
葛
谷
、
横
石
山
、
御
朱
印
谷
、
南
川
筋
大
谷
と
い
っ
た
御
留
山
な
い
し
御
留
林（
18
）の
領
域
を
確
定
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
そ
こ
へ
の
対
処
は
、
こ
こ
で
は
3
種
類
み
ら
れ
る
。
ａ
御
留
山
で
、
添
林
は
「
御
明
」
…
麻
尻
山
・
葛
谷
・
横
石
山
ｂ
御
留
山
・
添
林
と
も
に
「
御
留
林
」
に
設
定
…
御
朱
印
谷
の
う
ち
ほ
り
尾
山
ｃ
御
留
林
を
以
後
「
御
明
」
に
…
南
川
筋
大
谷
こ
の
う
ち
、
ａ
ｃ
に
み
え
る
「
御
明
」
と
は
、「
留
山
」
対
象
外
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
。
わ
か
り
に
く
い
の
が
、
ａ
ｂ
の
記
載
に
み
え
る
、
御
留
山
の
周
囲
に
附
属
す
る
「
添
林
」
の
存
在
で
あ
る
。
そ
の
実
態
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
触
以
前
は
、
御
留
山
と
添
林
と
が
連
続
し
て
い
る
実
態
が
あ
っ
た
が
、
添
林
部
分
を
「
留
山
」
対
象
外
と
し
た
の
が
ａ
、「
留
山
」
内
に
確
定
し
た
の
が
ｂ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
今
回
の
領
域
確
定
に
よ
り
、
継
続
し
て
留
山
の
部
分
と
、「
御
明
」
の
部
分
と
を
明
確
に
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
取
締
り
を
徹
底
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る（
19
）。
一
方
、「
御
明
」
部
分
は
、
あ
く
ま
で
そ
れ
以
前
ま
で
は
留
山
な
い
し
留
林
で
あ
っ
た
と
い
う
事
を
意
味
す
る
。
ａ
ｂ
は
も
と
よ
り
、
ｃ
で
は
一
定
範
囲
の
御
留
林
す
べ
て
が
「
御
明
」
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
の
留
山
・
留
林
の
領
域
確
定
は
、
山
の
尾
根
・
谷
と
い
っ
た
地
形
を
基
礎
に
し
な
が
ら
も
、
何
ら
か
の
山
の
状
態
（
伐
出
の
有
無
等
）
を
も
勘
案
し
て
な
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
御
留
林
か
ら
の
藩
に
よ
る
伐
り
出
し
が
進
ん
だ
部
分
に
つ
い
て
は
、
御
留
山
・
御
留
林
の
対
象
か
ら
外
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
御
留
山
」「
御
留
林
」
の
対
象
は
、
必
ず
し
も
一
度
設
定
さ
れ
た
ら
永
久
に
固
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
山
の
状
態
に
よ
り
変
動
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
藩
の
御
用
材
を
確
保
す
る
山
、
と
い
う
「
留
山
」
の
性
格
が
こ
こ
に
も
現
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
み
ら
れ
る
御
林
の
領
域
確
定
は
、
史
料
2
に
み
え
る
那
賀
川
流
域
の
一
二
の
御
留
山
の
す
べ
て
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
制
度
的
に
、
全
藩
領
的
に
あ
る
い
は
地
域
内
の
御
林
す
べ
て
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
那
賀
川
上
流
・
中
流
の
御
林
に
お
い
て
領
域
確
定
が
ま
と
め
て
実
施
さ
れ
た
と
い
う
点
は
、
個
々
の
御
林
の
事
情
を
越
え
た
課
題
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
⑷
小
括
こ
の
よ
う
に
一
七
世
紀
中
頃
に
は
御
林
か
ら
の
盗
伐
が
横
行
し
て
い
る
実
態
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
一
七
世
紀
中
頃
、
そ
れ
も
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
〜
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
と
い
う
短
期
間
に
、
御
留
山
の
領
域
強
化
を
伴
い
な
が
ら
、
山
元
・
流
通
の
両
面
か
ら
御
林
盗
伐
の
取
締
り
を
徹
底
さ
せ
る
指
示
が
頻
繁
に
出
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
指
示
は
必
ず
し
も
体
系
的
に
出
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
対
処
的
に
、
し
か
し
次
々
と
出
さ
れ
て
い
る
点
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
留
山
は
、
必
ず
し
も
永
続
す
る
も
の
で
は
な
く
、
藩
の
御
用
木
確
保
を
本
質
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
目
的
が
終
わ
れ
ば
明
山
と
し
て
留
山
対
象
外
と
な
る
場
合
が
み
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
て
保
護
さ
れ
た
御
林
や
五
木
・
七
木
は
何
を
目
的
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
よ
う
に
幕
府
か
ら
の
軍
役
賦
課
に
藩
が
対
応
す
る
た
め
の
御
用
材
確
保
が
ま
ず
あ
る
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
む
し
ろ
多
く
確
認
で
き
る
の
は
、
藩
の
屋
敷
普
請
や
藩
船
と
し
て
の
御
用
材
確
保
で
あ
る
。
当
該
期
の
も
の
と
し
て
管
見
の
限
り
唯
一
確
認
で
き
る
の
は
、
明
暦
・
万
治
期
の
江
戸
屋
敷
普
請
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
徳
島
藩
の
江
戸
屋
敷
は
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
一
月
の
い
わ
ゆ
る
明
暦
の
大
火
で
類
焼
に
逢
っ
て
い
る
。
一
八
日
の
本
郷
本
妙
寺
か
ら
出
火
、
一
度
は
お
さ
ま
っ
た
も
の
の
翌
一
九
日
に
は
小
石
川
よ
り
再
度
出
火
し
、
江
戸
城
本
丸
な
ど
が
焼
け
た
際
、
徳
島
藩
の
上
屋
敷
・
中
屋
敷
・
土
手
屋
敷
も
類
焼
し
た（
20
）。
以
来
、
上
屋
敷
・
中
屋
敷
お
よ
び
土
手
屋
敷
の
作
事
を
継
続
し
て
い
た
が
、
そ
こ
で
必
要
と
さ
れ
た
普
請
材
・
職
人
・
日
用
お
よ
び
調
達
物
を
作
事
奉
行
が
書
き
上
げ
た
内
容
を
ま
と
め
た
の
が
、
次
の
表
1
で
あ
る
。
三
つ
の
普
請
現
場
で
の
べ
一
二
万
人
を
超
え
る
職
人
（
国
元
か
ら
の
派
遣
を
含
む
）
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
の
べ
五
万
二
千
人
も
の
日
用
人
等
が
現
地
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
が
、
こ
こ
で
は
表
の
上
半
分
の
普
請
材
料
に
注
目
し
よ
う
。
構
造
材
で
あ
る
杉
・
檜
・
樅
等
に
よ
る
角
木
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
月
役
（
つ
き
や
く
、
板
葺
用
の
割
木
）
や
、
枌
（
そ
ぎ
、
屋
根
葺
き
用
の
薄
板
）
と
い
っ
た
屋
根
板
材
、
あ
る
い
は
軒
板
で
あ
る
軒
付
小
板
な
ど
、
膨
大
な
量
の
木
材
が
み
え
る
。
ま
た
、
竹
・
釘
・
畳
表
・
煮
煤
玉
（
板
の
色
つ
け
・
防
腐
の
た
め
に
使
用
す
る
煤
か
）
等
が
あ
る
。
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
「
御
国
元
よ
り
廻
ル
」
と
あ
る
よ
う
に
、
領
内
か
ら
徴
発
さ
れ
た
物
と
い
う
点
で
あ
る
。
欄
外
に
み
え
る
檜
の
蔀
板
・
縁
長
押
と
い
っ
た
特
定
の
材
だ
け
は
大
坂
の
材
木
市
場
で
確
保
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
材
の
す
べ
て
が
領
内
か
ら
供
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
供
出
元
に
つ
い
て
は
一
切
不
明
だ
が
、
と
り
わ
け
材
木
類
は
、
御
林
ま
た
は
五
木
等
か
ら
確
保
さ
れ
た
も
の
と
町 田 哲
―３８０―
考
え
て
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
か
ろ
う
。
御
林
は
、
本
源
的
に
藩
御
用
木
の
供
給
地
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
新
林
の
設
定
⑴
触
に
み
る
御
林
増
加
策
こ
う
し
た
御
林
取
締
の
一
方
で
、
ほ
ぼ
同
時
期
か
ら
新
規
の
御
林
設
定
に
関
す
る
触
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
次
の
史
料
は
、
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
五
月
に
、
御
蔵
奉
行
と
朝
川
所
右
衛
門
（
御
林
奉
行
カ
）
に
対
し
出
さ
れ
た
指
示
で
あ
る
。
【
史
料
6
】『
藩
法
集
』
一
五
五
八
覚
一
、
常
々
心
懸
何
に
て
も
林
ニ
仕
り
可
然
山
、
目
路
見
可
申
付
之
旨
、
朝
川
所
右
衛
門
ニ
被
仰
付
候
一
、
御
両
国
中
在
々
新
開
之
儀
、
只
今
迄
は
年
数
相
極
御
年
貢
被
召
上
来
候
得
と
も
、
自
今
以
後
は
随
其
所
柄
ニ
、
年
数
相
延
御
年
貢
可
被
召
上
之
旨
、
御
蔵
奉
行
並
朝
川
所
右
衛
門
ニ
其
所
柄
御
吟
味
可
仕
之
旨
被
仰
出
候
右
両
條
子
五
月
廿
四
日
ニ
稲
田
四
郎
左
衛
門
・
伴
藤
太
夫
を
以
被
仰
出
候
一
条
め
で
は
、
林
に
す
べ
き
山
が
な
い
か
、
日
頃
か
ら
「
目
路
見
」
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
来
御
林
で
は
な
か
っ
た
山
を
新
た
に
御
林
に
組
み
込
む
た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
二
条
め
で
は
、
新
開
後
の
年
貢
収
取
に
つ
い
て
、
従
来
、
領
内
一
律
の
年
貢
徴
収
期
間
を
設
定
し
優
遇
措
置
を
実
施
し
て
い
た
も
の
が
、
以
後
、
場
所
柄
に
応
じ
て
徴
収
期
間
の
延
長
と
、
そ
の
際
の
吟
味
を
お
こ
な
う
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
既
に
こ
の
時
期
に
は
新
開
、
す
な
わ
ち
新
田
開
発
の
拡
大
が
目
指
さ
れ
て
い
る
が
、
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
う
し
た
新
開
地
か
ら
の
年
貢
徴
収
の
拡
大
と
連
動
し
て
、
新
御
林
の
設
定
が
目
指
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
年
貢
増
収
と
同
列
に
、
藩
に
よ
る
山
資
源
の
調
達
お
よ
び
財
源
の
拡
大
が
目
指
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
藩
に
よ
る
御
林
拡
大
の
動
き
を
確
認
で
き
る
の
が
、
寛
文
一
一
年
〜
延
宝
元
年
（
一
六
七
一
〜
七
三
）
で
あ
る
。
次
の
史
料
は
、
寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
七
月
、
国
元
の
御
仕
置
家
老
賀
島
主
水
に
よ
る
政
策
実
施
の
伺
い
に
対
し
、
江
戸
家
老
山
田
豊
前
が
そ
れ
を
承
認
す
る
藩
主
の
意
向
を
伝
え
た
御
用
状
控
の
一
部
で
あ
る
。
【
史
料
7
】「
寛
文
拾
弐
年
御
国
元
へ
之
扣
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
『
蜂
須
賀
家
文
書
』
表1 徳島藩江戸屋敷普請における諸材木・職人・日用人・費用
内容 上屋敷作事 中屋敷作事 土手屋敷作事
松杉檜栂樅、引物・角木、志々料とも、
御国元より廻ル
12767本 16898本 3264本
月役、同上 11304丁 11584丁 5445丁
杉檜樅、板、同上 5605枚 6878枚 1228枚
杉枌、同上 1388束 9950束 201束
杉、軒付小板 200俵 436俵 －
から竹、同上 591本 738本 －
なよ竹、同上 651束 766束 290束
鉄釘大小、同上 342690本 398620本 102480本
御畳表、同上 803枚 464枚 －
帳紙、同上 53束 47束 8束
煮煤玉、同上 779 696 －
竹釘、同上 5石5斗 4石5斗 －
大工・木挽・桶大工・左官・屋根葺・石
切・張付師
49460人
（賃銀87貫681匁）
71346人
（賃銀121貫745匁9分）
1730人（張付師なし）
（賃銀4貫247匁8分）
御手役人、明暦4年4月12日～3月13日 32204人 31795人 4128人
日用人、同上 26159人
（賃銀27貫949匁5厘）
26319人
（賃銀28貫82匁4分）
3581人
（賃銀3貫821匁）
御国大工・木挽并人足・御役人、昼扶持
方
米798石6855
（代銀36貫739匁5分3厘）
米901石9015
（代銀41貫487匁4分7厘）
米13石968
（代銀642匁5分2厘）
大工・木挽仕候請銀 － － 銀7貫398匁8分
江戸で万調物代銀、明暦4年4月12日～
3月13日
銀80貫942匁6分6厘 銀95貫258匁5分 銀13貫271匁5分
典拠：万治2年（1659）「江戸所々御屋敷御作事ニ付諸品御調御入目之覚」（国文学研究資料館所蔵『蜂須賀家文書』文書番
号1083）
備考：このほかに、「檜しとみ板」や「檜ふち長押」については、大坂で調達し、江戸に下している。
近世前期徳島藩における御林制度
―３８１―
二
六
三
〈
三
〉）
覚
一
、
所
々
野
山
、
御
林
ニ
可
被
仰
付
候
条
、
在
々
百
姓
共
存
寄
無
之
候
哉
と
先
年
相
尋
候
所
、
其
在
所
之
外
遠
所
ゟ
障
候
付
、
只
今
迄
不
被
仰
付
候
、
弥
村
々
令
吟
味
百
姓
共
迷
惑
不
仕
様
ニ
御
林
ニ
被
仰
付
所
、
御
明
置
被
成
所
、
其
山
々
境
目
ヲ
立
御
意
可
被
成
哉
之
事
一
、
所
々
ニ
在
之
御
林
并
検
知
共
ニ
、
竹
木
有
来
御
番
人
之
外
ニ
其
所
々
之
百
姓
人
柄
吟
味
仕
、
棟
役
御
免
被
遊
御
預
置
可
被
成
哉
之
事
一
、
野
山
之
内
、
百
姓
か
せ
き
山
ニ
成
候
所
御
指
除
、
其
外
ニ
て
売
人
請
所
ニ
可
成
所
、
郡
御
奉
行
御
代
官
見
立
・
聞
立
申
上
候
様
ニ
被
仰
付
可
然
哉
之
事
一
、
山
里
共
田
畠
ニ
不
罷
成
、
何
ニ
而
も
植
置
可
然
所
、
見
立
次
第
、
茶
・
楮
・
漆
・
桑
、
其
外
苗
木
類
植
置
、
連
々
被
植
申
者
之
勝
手
に
も
罷
成
候
様
ニ
被
仰
付
可
然
哉
之
事
（
以
下
の
箇
条
略
）
右
之
紙
面
奉
入
御
披
見
、
被
聞
召
届
候
、
外
ニ
障
義
無
之
候
ハ
ヽ
夫
々
ニ
可
被
申
付
旨
御
意
候
、（
以
下
略
）
七
月
五
日
豊
前
主
水
殿
第
一
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
一
条
め
で
「
所
々
野
山
」
を
御
林
に
取
り
込
む
方
針
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
三
条
め
も
、「
野
山
」
の
う
ち
百
姓
稼
山
を
除
い
て
、
売
人
（
請
負
人
）
の
請
負
が
可
能
な
山
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
郡
奉
行
・
代
官
が
見
立
て
て
申
し
上
げ
る
よ
う
に
命
じ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
売
人
に
請
け
負
わ
せ
る
前
提
に
は
御
林
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
箇
条
も
実
質
的
に
御
林
拡
大
の
方
針
に
連
動
す
る
も
の
と
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
請
負
を
前
提
と
し
た
御
林
化
の
方
向
性
を
看
取
で
き
よ
う
。
そ
の
一
方
で
注
目
さ
れ
る
第
二
は
、
百
姓
の
立
場
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
特
に
一
条
め
で
は
野
山
の
御
林
取
り
込
み
に
つ
い
て
は
、
先
年
既
に
百
姓
側
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
当
該
の
村
以
外
の
遠
方
か
ら
不
満
が
あ
が
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
は
御
林
に
取
り
込
む
よ
う
に
命
じ
て
こ
な
か
っ
た
と
の
事
情
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
百
姓
ら
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
御
林
化
と
す
る
場
所
と
、
御
林
対
象
外
と
す
る
場
所
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
境
目
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
藩
政
中
枢
部
の
慎
重
な
姿
勢
は
、
こ
の
指
示
書
を
う
け
、
二
ヶ
月
後
の
九
月
三
日
に
国
元
で
出
さ
れ
た
触
の
中
に
、
さ
き
の
一
条
め
の
文
言
が
出
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
伺
え
よ
う
。
【
史
料
8
】『
阿
淡
御
条
目
』
二
一
覚
一
、
御
国
中
野
山
分
、
松
・
椚
・
杉
・
檜
・
楊
梅
、
右
五
木
ハ
御
留
置
、
其
外
下
草
等
は
唯
今
迄
之
通
可
被
下
置
候
、
縦
雖
為
野
山
百
姓
挊
山
之
儀
可
各
別
事
一
、
所
々
ニ
有
之
御
林
并
藪
共
、
有
来
御
番
人
之
外
ニ
其
所
之
百
姓
中
棟
役
御
赦
免
被
成
御
預
ケ
置
被
遊
候
条
、
人
柄
吟
味
仕
可
申
上
事
一
、
山
里
共
田
畠
ニ
不
罷
成
所
見
立
次
第
、
茶
・
梶
・
楪
・
桑
・
菓
類
等
植
置
、
又
ハ
つ
き
木
可
仕
候
、
其
者
勝
手
ニ
罷
成
候
様
ニ
可
被
仰
付
事
（
以
下
の
箇
条
略
）
傍
線
の
あ
る
部
分
が
、
史
料
7
と
文
面
が
異
な
る
文
言
で
あ
る
。
な
お
史
料
7
の
三
条
め
は
、
史
料
8
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
ほ
か
の
箇
条
は
、
ほ
と
ん
ど
文
面
が
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
条
め
だ
け
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
文
面
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
領
内
の
野
山
に
お
い
て
、
伐
採
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
五
木
以
外
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
百
姓
ら
刈
り
取
っ
て
よ
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
た
だ
し
個
人
占
有
に
よ
る
「
百
姓
稼
山
」
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
藩
閣
内
で
は
明
瞭
で
あ
っ
た
野
山
の
御
林
化
に
つ
い
て
、
百
姓
ら
に
対
し
て
は
明
示
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
野
山
の
五
木
以
外
の
伐
採
許
可
を
確
認
し
、
あ
わ
せ
て
「
百
姓
稼
山
」
で
の
五
木
伐
採
許
可
と
い
う
規
制
緩
和
が
「
恩
恵
」
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
中
で
五
木
伐
採
禁
止
は
継
続
さ
れ
て
い
る
が
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
に
触
れ
ら
れ
て
い
た
七
木
伐
採
禁
止
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
前
年
の
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）
九
月
一
八
日
に
は
次
の
よ
う
に
七
木
伐
採
禁
止
の
解
除
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
【
史
料
9
】『
民
政
下
』
一
九
六
八
〜
七
一
頁
一
、
桐
柏
楠
朴
橡
桑
槻
、
此
七
木
従
先
規
御
法
度
雖
被
仰
出
、
自
今
以
後
御
指
免
被
成
之
条
、
勝
手
次
第
仕
出
可
申
、
於
然
は
柏
楠
桐
は
四
分
一
、
朴
橡
桑
は
五
分
一
、
槻
拾
本
付
四
本
可
被
召
上
之
、
附
分
一
之
外
に
三
歩
之
口
銭
被
召
上
来
候
へ
共
、
向
後
口
銭
御
赦
免
被
成
事
こ
こ
で
は
、
単
に
七
木
伐
採
が
解
除
さ
れ
百
姓
が
自
由
に
切
り
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
樹
種
に
応
じ
て
切
り
出
す
際
に
分
一
上
納
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
点
が
特
筆
さ
れ
よ
う（
21
）。
つ
ま
り
藩
側
は
、
百
姓
に
七
木
伐
採
を
許
可
し
つ
つ
、
そ
こ
で
切
り
出
さ
れ
た
七
木
に
分
一
を
賦
課
す
る
こ
と
で
七
木
を
確
保
す
る
と
い
う
方
針
に
転
換
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
藩
に
よ
る
新
た
な
御
林
政
策
は
、
一
方
で
は
新
た
に
野
山
も
御
林
に
取
り
込
み
（
そ
こ
に
は
請
負
も
含
ま
れ
る
が
）、
も
う
一
方
で
は
野
山
の
百
姓
に
よ
る
七
木
伐
出
を
推
進
し
、
そ
こ
か
ら
分
一
を
徴
収
す
る
よ
う
に
転
換
し
た
。
藩
に
よ
る
財
源
確
保
を
よ
り
進
展
さ
せ
町 田 哲
―３８２―
よ
う
と
い
う
点
が
明
確
で
あ
る
。
し
か
も
御
林
を
取
り
込
み
つ
つ
も
、「
百
姓
共
迷
惑
」
に
な
る
こ
と
に
対
し
慎
重
に
し
、
百
姓
ら
に
よ
る
野
山
等
の
七
木
伐
採
を
推
進
す
る
方
向
で
あ
る
点
で
、
藩
か
ら
す
れ
ば
百
姓
の
利
害
保
全
を
果
た
し
な
が
ら
の
御
林
取
り
込
み
政
策
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
百
姓
ら
に
と
っ
て
野
山
の
御
林
化
は
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
御
林
に
取
り
込
ま
れ
よ
う
と
す
る
野
山
が
、
百
姓
に
と
っ
て
不
要
な
山
で
あ
れ
ば
別
だ
が
、
百
姓
が
木
材
を
伐
出
し
あ
る
い
は
下
草
等
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
野
山
と
、
藩
が
御
林
に
取
り
込
も
う
と
す
る
山
が
重
な
る
場
合
、
そ
こ
に
は
大
き
な
矛
盾
が
顕
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
事
実
、
そ
の
後
の
触
を
み
る
と
、
百
姓
側
に
よ
る
表
だ
っ
た
反
対
こ
そ
な
い
が
、「
盗
伐
」
が
頻
出
し
て
い
る
。「
盗
伐
」
の
中
に
百
姓
の
反
発
の
姿
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
百
姓
側
の
反
発
を
胚
胎
す
る
中
で
、
新
た
に
設
定
さ
れ
た
御
林
は
、「
新
御
林
」
と
呼
ば
れ
た
。
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
九
月
に
家
老
か
ら
郡
奉
行
に
宛
て
ら
れ
た
次
に
見
る
触
は
、
管
見
の
限
り
「
新
御
林
」
語
彙
の
初
見
で
あ
る
。
【
史
料
10
】『
藩
法
集
』
一
五
七
三
・
二
一
七
一
覚
一
、
萱
野
・
松
・
柴
・
椚
御
林
え
牛
馬
入
候
ハ
ヽ
、
牛
馬
主
よ
り
壱
疋
ニ
付
科
料
五
匁
、
村
之
庄
屋
五
匁
、
其
村
中
よ
り
五
匁
、
並
御
留
野
山
・
新
御
林
苅
取
於
申
ニ
ハ
、
苅
主
雖
不
相
顕
候
、
其
村
中
よ
り
応
苅
跡
其
品
壱
倍
被
召
上
、
外
ニ
村
科
銀
拾
匁
可
出
候
事
一
、
右
御
林
柴
・
萱
諸
木
枝
下
仕
ニ
お
ゐ
て
ハ
、
盗
申
木
萱
壱
倍
被
召
上
外
、
盗
主
壱
人
ニ
科
銀
五
匁
、
村
之
庄
屋
五
匁
、
其
村
中
よ
り
拾
匁
、
付
、
御
林
諸
木
根
伐
仕
ニ
お
ゐ
て
ハ
、
根
伐
之
木
一
倍
被
召
上
外
ニ
、
盗
主
よ
り
科
銀
拾
匁
、
村
之
庄
屋
拾
匁
、
其
村
中
よ
り
拾
匁
可
出
之
事
一
、
御
留
野
之
内
ニ
て
御
窺
不
申
上
、
新
開
仕
、
或
ハ
野
原
出
次
隠
置
ニ
お
い
て
ハ
、
御
吟
味
之
上
其
科
ニ
可
被
仰
付
候
、
縦
雖
為
同
類
訴
人
ニ
於
罷
出
は
、
其
科
指
免
、
其
上
ニ
て
右
之
新
開
可
申
付
事
右
之
趣
共
面
々
手
先
中
へ
可
被
申
付
候
、
以
上
丑
九
月
十
八
日
山
田
豊
前
印
賀
島
主
水
印
森
久
兵
衛
殿
立
木
伝
左
衛
門
殿
岩
田
関
右
衛
門
殿
萱
野
や
松
・
柴
・
椚
で
構
成
さ
れ
る
御
林
に
、
牛
馬
を
入
れ
て
秣
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
牛
馬
持
ち
主
お
よ
び
庄
屋
、
村
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
過
銀
を
徴
収
す
る
こ
と
、
ま
た
御
留
野
山
・
「
新
御
林
」
か
ら
下
草
を
刈
取
、
御
林
の
枝
下
・
根
伐
、
御
留
野
内
の
無
断
新
開
等
に
対
し
、
本
人
に
加
え
て
村
中
に
も
科
銀
を
取
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
第
一
は
、
こ
こ
で
対
象
と
な
っ
て
い
る
山
の
性
格
で
あ
る
。
一
条
め
に
み
え
る
よ
う
な
、
牛
馬
の
秣
給
源
と
な
る
山
、
あ
る
い
は
下
草
の
刈
取
と
対
象
と
な
る
刈
敷
給
源
の
山
、
そ
し
て
二
条
め
に
み
え
る
萱
諸
木
の
枝
下
対
象
と
な
る
薪
給
源
の
山
で
あ
り
、
そ
の
性
格
は
重
複
す
る
内
容
も
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
も
村
の
農
業
生
産
・
生
活
に
不
可
欠
な
要
素
を
含
む
山
が
対
象
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
う
し
た
村
周
辺
に
あ
る
秣
刈
敷
給
源
あ
る
い
は
薪
給
源
と
な
る
よ
う
な
雑
木
山
が
あ
る
程
度
包
摂
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。「
新
御
林
」
は
、
こ
う
し
た
村
周
辺
の
雑
木
山
を
包
摂
し
て
い
く
形
で
設
定
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
の
で
は
な
い
か
。
第
二
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
盗
苅
等
は
当
人
だ
け
で
な
く
初
め
て
村
中
の
責
任
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
村
中
に
も
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
で
、
日
常
的
な
御
林
管
理
の
徹
底
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
逆
に
言
え
ば
、
村
中
の
み
で
管
理
が
可
能
で
あ
る
よ
う
な
村
周
辺
の
山
が
御
林
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
当
該
期
に
包
摂
さ
れ
た
「
新
御
林
」
に
は
、
村
周
辺
の
雑
木
山
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
盗
伐
禁
止
お
よ
び
過
銀
設
定
の
動
向
は
、
次
の
よ
う
な
触
に
ま
で
展
開
す
る
。
【
史
料
11
】『
阿
淡
御
条
目
』
一
六
七
一
、
在
々
御
留
山
・
御
林
并
藪
盗
伐
取
者
見
付
候
節
ハ
、
只
今
迄
ハ
過
銀
召
上
指
上
候
へ
と
も
、
自
今
以
後
其
者
ハ
篭
舎
、
又
ハ
品
ニ
ゟ
死
罪
ニ
可
被
仰
付
候
、
庄
屋
・
頭
百
姓
并
村
中
之
儀
ハ
右
盗
人
科
之
品
応
、
過
銀
之
軽
重
又
ハ
曲
事
ニ
可
被
仰
付
候
条
、
村
々
庄
屋
・
五
人
組
常
々
堅
政
道
可
申
付
候
右
之
趣
、
与
下
庄
屋
中
へ
申
渡
、
小
百
姓
ニ
至
迄
急
度
可
申
触
候
、
以
上
寛
文
年
中
歟
二
月
廿
八
日
内
海
弥
五
太
夫
南
方
三
郡
与
頭
庄
屋
方
へ
触
ル
南
方
郡
奉
行
内
海
が
、
管
轄
す
る
南
方
三
郡
（
勝
浦
・
那
賀
・
海
部
郡
）
の
組
頭
庄
屋
を
通
じ
て
村
々
に
触
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
御
留
山
（
初
期
か
ら
の
御
林
）
・
御
林
お
よ
び
御
藪
か
ら
の
盗
伐
に
つ
い
て
、
従
来
の
過
銀
か
ら
、
籠
舎
ま
た
は
死
罪
へ
と
厳
罰
化
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
は
、
材
木
確
保
の
た
め
で
あ
れ
ば
、
盗
伐
が
見
つ
近世前期徳島藩における御林制度
―３８３―
か
っ
て
も
過
銀
さ
え
納
め
れ
ば
よ
い
と
す
る
者
が
多
数
顕
れ
て
い
る
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。
な
お
、
こ
の
史
料
の
出
さ
れ
た
年
代
を
、『
阿
淡
御
条
目
』
編
者
は
「
寛
文
年
中
」
と
想
定
し
て
い
る
が
、
確
定
で
き
な
い
。
も
し
こ
の
想
定
が
正
し
け
れ
ば
組
頭
庄
屋
の
史
料
と
し
て
は
早
い
時
期
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
延
宝
元
年
の
史
料
10
の
時
点
で
は
、
過
銀
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
以
降
、
内
海
が
隠
居
す
る
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
以
前
の
も
の
、
つ
ま
り
一
七
世
紀
後
半
の
触
と
、
こ
こ
で
は
理
解
し
て
お
き
た
い（
22
）。
⑵
「
新
御
林
」
と
五
木
の
伐
採
と
そ
の
挫
折
こ
う
し
た
盗
伐
の
厳
罰
化
を
伴
い
な
が
ら
、
新
た
に
雑
木
山
を
御
林
に
取
り
込
も
う
と
す
る
藩
の
動
向
を
確
認
し
て
き
た
。「
新
御
林
」
化
と
で
も
い
う
べ
き
こ
の
動
向
の
、
地
域
に
お
け
る
実
態
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
「
新
御
林
」
を
め
ぐ
る
触
か
ら
、
そ
の
後
の
藩
の
御
林
政
策
の
展
開
を
探
っ
て
み
た
い
。
【
史
料
12
】『
藩
法
集
』
一
五
八
四
一
、
御
国
中
野
山
五
木
並
新
林
根
伐
被
仰
付
、
其
伐
跡
よ
り
御
明
被
成
候
、
尤
障
無
之
御
林
分
は
御
立
置
被
成
候
事
一
、
村
々
御
林
竹
木
・
萱
盗
取
候
者
、
盗
人
は
有
来
通
科
銀
被
召
上
、
又
は
品
ニ
寄
重
科
被
仰
付
、
庄
屋
科
銀
御
赦
免
被
成
候
事
一
、
竹
木
御
林
番
人
村
継
を
以
所
々
へ
送
状
遣
義
停
止
被
仰
付
候
、
但
御
番
人
方
よ
り
当
御
地
御
奉
行
方
え
指
越
状
之
義
は
可
為
各
別
候
、
状
日
此
度
可
為
相
定
通
候
、
付
右
番
人
村
々
へ
罷
出
候
節
詰
夫
・
送
夫
不
被
下
事
一
、
生
柄
郷
役
被
仰
付
候
得
共
、
御
赦
免
被
成
、
於
御
林
御
伐
セ
被
成
候
事
以
上
卯
月
七
日
御
林
奉
行
へ
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
四
月
七
日
に
出
さ
れ
た
こ
の
触
の
発
給
者
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
日
に
、
同
じ
内
容
を
含
む
覚
が
家
老
賀
島
主
水
か
ら
郡
奉
行
・
御
蔵
奉
行
に
宛
て
て
発
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
家
老
賀
島
か
ら
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。
そ
の
内
容
は
、
一
条
目
で
、
領
内
の
「
野
山
」
に
お
け
る
五
木
と
「
新
林
」
で
の
根
伐
を
命
じ
る
も
の
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
七
世
紀
前
半
に
は
五
木
の
伐
採
禁
止
が
命
じ
ら
れ
、「
新
林
」
の
伐
採
禁
止
も
設
定
と
同
時
に
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
は
と
も
に
一
斉
に
伐
採
が
命
じ
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
伐
り
跡
は
「
御
明
」
つ
ま
り
「
新
林
」
の
解
除
を
命
じ
る
内
容
で
あ
る
。
藩
側
は
、
木
材
の
伐
採
（
皆
伐
カ
）
の
対
象
を
、
野
山
の
五
木
な
ら
び
に
「
新
林
」
に
ま
で
及
ぼ
し
、
そ
の
販
売
に
よ
る
収
入
確
保
を
企
図
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
従
来
の
五
木
お
よ
び
「
新
林
」
の
保
護
の
方
針
を
大
き
く
転
換
す
る
施
策
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
つ
づ
く
部
分
で
「
障
無
之
」
御
林
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
点
で
あ
る
。
新
林
設
定
以
前
か
ら
の
御
林
お
よ
び
新
林
で
も
「
障
」
の
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
な
の
で
あ
り
、
逆
に
今
回
伐
採
す
べ
き
は
「
障
」
あ
る
箇
所
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
で
は
こ
の
「
障
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
今
回
伐
採
対
象
と
な
る
「
新
林
」
は
、
伐
採
後
に
百
姓
の
山
に
戻
さ
れ
る
点
、
つ
ま
り
従
来
は
村
や
百
姓
個
人
の
持
山
（
野
山
）
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
野
山
の
「
新
林
」
化
に
際
し
て
は
、
百
姓
側
の
反
発
も
惹
起
さ
せ
な
が
ら
も
、
御
林
に
取
り
込
ん
で
い
く
よ
う
な
、
強
行
的
な
面
が
あ
り
、
そ
の
反
動
へ
の
対
処
と
し
て
、
こ
う
し
た
措
置
が
出
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
同
日
の
郡
奉
行
・
御
蔵
奉
行
宛
の
覚
書
で
は
、
こ
こ
で
の
四
箇
条
と
並
ん
で
、
郷
中
「
餌
犬
代
銀
」
や
、
郷
中
「
笋
（
タ
ケ
ノ
コ
）
之
皮
代
銀
」
の
赦
免
、
海
部
郡
六
ヶ
所
か
ら
の
月
役
銀
赦
免
、
地
方
知
行
地
か
ら
百
姓
夫
役
の
一
部
免
除
、
用
人
へ
の
薪
百
姓
役
の
一
部
免
除
、
往
還
道
の
松
の
伐
採
と
い
っ
た
、
百
姓
役
・
役
銀
免
除
の
内
容
が
列
記
さ
れ
て
い
る（
23
）。
こ
う
し
た
百
姓
役
負
担
の
緩
和
の
一
環
と
し
て
も
、
新
林
解
除
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
新
方
針
は
三
年
半
後
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
六
）
一
一
月
二
三
日
に
早
く
も
撤
回
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
【
史
料
13
】『
藩
法
集
』
一
五
八
八
一
、
洪
水
之
刻
、
在
々
為
川
除
、
差
当
御
林
之
竹
木
伐
遣
申
段
不
苦
旨
、
先
年
被
仰
付
候
、
右
之
段
給
知
分
之
川
除
と
も
不
苦
候
、
尤
給
知
分
ハ
追
て
相
応
之
代
銀
可
被
召
上
候
旨
、
可
得
其
意
由
、
林
御
奉
行
・
藪
御
奉
行
へ
申
渡
之
、
郡
御
奉
行
ヘ
ハ
先
達
而
申
渡
候
一
、
御
国
中
新
林
・
五
木
林
御
伐
セ
、
其
跡
よ
り
御
明
被
成
旨
、
去
ル
亥
之
歳
被
仰
出
候
、
然
共
、
新
林
御
伐
セ
被
成
間
敷
候
、
五
木
林
之
儀
も
先
其
通
御
差
置
可
被
成
候
、
并
新
林
伐
跡
之
儀
も
御
明
被
成
間
敷
候
、
且
又
、
那
賀
郡
・
三
好
郡
在
々
・
阿
波
郡
伊
沢
村
右
所
々
御
林
并
留
添
之
内
ニ
御
検
地
請
之
田
畠
、
切
替
畑
次
ニ
為
挊
山
被
下
置
、
子
細
候
ハ
ヽ
可
申
上
旨
、
右
同
年
尋
、
百
姓
と
も
夫
々
申
出
候
段
達
御
耳
候
処
、
三
好
郡
・
阿
波
郡
之
者
共
不
埒
之
儀
申
上
候
、
那
賀
郡
之
内
ニ
も
不
埒
之
儀
申
出
候
得
と
も
、
其
段
御
赦
免
被
成
、
其
通
ニ
御
差
置
被
成
候
、
右
之
通
郡
御
奉
行
中
へ
被
仰
出
之
町 田 哲
―３８４―
右
之
内
五
木
林
之
伐
跡
之
儀
、
亥
歳
已
来
之
伐
跡
御
差
留
不
被
成
候
一
、（
省
略
）
且
又
、
那
賀
郡
所
々
林
并
留
添
之
内
、
百
姓
請
込
山
々
子
細
有
之
候
ハ
ヽ
可
申
上
旨
、
右
同
年
御
尋
、
夫
々
申
出
候
上
、
面
々
ニ
被
仰
聞
申
上
候
段
達
御
耳
候
処
、
被
聞
召
上
旨
、
右
之
通
木
頭
御
奉
行
中
へ
被
仰
出
之
一
、（
省
略
）
且
又
、
三
好
郡
在
々
・
阿
波
郡
伊
沢
村
并
留
添
之
内
ニ
、
百
姓
請
込
山
々
子
細
有
之
候
ハ
ヽ
可
申
上
旨
、
右
同
年
御
尋
夫
々
申
出
候
上
、
面
々
ニ
被
仰
聞
申
上
候
段
達
御
耳
候
処
、
被
聞
召
上
候
、
右
之
通
御
林
奉
行
へ
被
仰
出
之
傍
線
部
は
、「
新
林
」
と
（
野
山
等
に
お
け
る
）
五
木
の
伐
採
を
い
ず
れ
も
禁
止
し
、「
新
林
」
の
伐
跡
も
御
林
解
除
は
な
い
と
す
る
内
容
で
、
以
後
、
基
本
的
に
天
和
三
年
の
触
以
前
の
よ
う
に
、「
新
林
」
も
御
林
と
し
て
維
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た（
24
）。
こ
う
し
た
方
針
撤
回
か
ら
は
、
第
一
に
三
年
半
前
の
新
林
解
除
を
め
ぐ
っ
て
、
現
場
で
は
大
き
な
混
乱
が
発
生
し
た
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
は
、
新
林
を
早
く
伐
り
出
す
こ
と
で
、
村
の
野
山
と
し
て
取
り
戻
そ
う
と
す
る
百
姓
側
の
動
き
を
、
各
地
に
惹
起
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
省
略
部
分
は
傍
線
部
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
各
箇
条
で
異
な
る
「
且
又
」
以
下
の
部
分
で
は
、
①
那
賀
郡
・
三
好
郡
在
在
お
よ
び
阿
波
郡
伊
澤
村
の
、「
御
林
並
留
添
」
の
中
に
あ
る
「
御
検
地
請
之
田
畠
」
は
、「
切
替
畑
」
な
み
に
稼
山
と
し
て
下
し
置
く
よ
う
に
指
示
し
た
こ
と
、
ま
た
こ
れ
に
応
じ
て
百
姓
か
ら
も
申
出
が
あ
り
、
申
出
内
容
に
は
「
不
埒
之
儀
」
も
あ
っ
た
が
そ
れ
に
つ
い
て
は
目
を
つ
ぶ
り
、「
稼
山
」
を
許
可
す
る
こ
と
、
②
那
賀
・
三
好
・
阿
波
三
郡
で
同
じ
く
「
御
林
并
留
添
」
の
中
に
あ
る
「
百
姓
請
込
山
」（
25
）に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
百
姓
か
ら
の
申
上
通
り
に
許
可
す
る
旨
が
伝
え
ら
れ
て
い
る（
26
）。
三
年
半
の
間
に
一
挙
に
噴
出
し
て
き
た
地
元
百
姓
の
要
求
―
稼
山
や
「
百
姓
請
込
山
」と
し
て
の
利
害
確
保
―
に
つ
い
て
は
、
藩
側
も
あ
る
程
度
保
証
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
二
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
新
林
の
維
持
と
い
う
今
回
の
決
定
が
だ
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
の
大
き
さ
で
あ
る
。
と
り
わ
け
伐
木
後
で
も
新
林
の
「
御
明
」
な
し
と
す
る
決
定
は
、
三
年
半
前
の
方
針
転
換
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
意
図
を
越
え
て
、
事
実
上
、
こ
れ
以
降
、
御
林
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
以
後
、
御
林
は
増
え
こ
そ
す
れ
減
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
新
方
針
は
御
林
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
一
背
景
と
な
っ
た
の
で
あ
る（
27
）。
⑶
野
山
と
御
林
一
方
、
一
七
世
紀
後
半
以
降
、
新
林
と
な
ら
な
か
っ
た
野
山
に
対
し
て
も
、
藩
の
取
締
が
浸
透
し
て
い
く
。
こ
れ
は
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
の
触
が
、
新
林
お
よ
び
五
木
伐
採
を
同
時
に
内
容
と
し
て
い
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
五
木
伐
採
禁
止
の
触
が
貞
享
二
年
（
一
六
八
六
）
に
出
さ
れ
て
以
後
の
野
山
の
状
況
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
六
月
一
八
日
に
は
、
野
山
で
の
「
五
木
伐
跡
」
あ
る
い
は
五
木
の
生
え
難
い
山
に
つ
い
て
、
地
元
の
村
中
が
制
道
し
、
生
え
立
て
る
よ
う
に
命
じ
る
触
が
出
さ
れ
た
。
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一
一
、
御
林
奉
行
共
申
聞
候
は
、
御
国
中
野
山
五
木
之
伐
跡
又
は
前
か
と
よ
り
難
生
山
之
儀
、
其
村
中
よ
り
随
分
制
道
仕
、
生
立
候
様
ニ
可
仕
候
、
向
後
枝
下
シ
之
節
は
三
分
、
根
伐
之
節
ハ
拾
分
一
、
所
へ
可
被
下
旨
被
仰
付
候
ハ
ハ
可
然
之
旨
申
聞
候
、
三
歩
と
有
之
候
得
と
も
八
分
二
可
被
下
候
條
、
得
其
意
右
之
通
郷
中
有
来
通
相
触
可
申
由
申
渡
之
候
こ
こ
で
は
五
木
生
育
を
奨
励
す
る
一
方
で
、
枝
下
し
や
根
伐
の
一
部
が
村
中
に
下
付
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
づ
く
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
三
月
一
八
日
に
は
、
野
山
で
の
五
木
生
育
推
奨
策
後
、
松
が
よ
く
生
育
し
て
い
る
山
が
あ
る
も
の
の
、
い
ま
だ
生
育
し
な
い
山
も
多
い
と
い
う
状
況
を
ふ
ま
え
、
次
の
よ
う
な
郡
奉
行
の
問
い
合
わ
せ
が
上
申
さ
れ
た
。
【
史
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一
六
〇
九
覚
一
、
在
々
野
山
五
木
立
可
申
旨
、
先
年
御
国
奉
行
之
節
御
触
被
成
候
、
枝
落
四
分
一
、
根
伐
拾
分
一
、
其
村
へ
可
被
下
旨
被
仰
出
候
、
松
能
渡
候
山
も
御
座
候
、
今
以
明
通
松
渡
不
申
山
も
多
御
座
候
、
依
之
私
共
存
寄
左
ニ
申
上
候
一
、
撫
養
・
瀬
戸
中
野
山
能
松
渡
居
申
候
、
此
分
は
唯
今
之
通
可
被
下
置
哉
、
但
枝
落
増
可
被
下
哉
之
事
一
、
板
野
・
阿
波
・
麻
植
・
名
西
・
名
東
・
勝
浦
・
那
賀
右
七
郡
村
々
野
山
内
ニ
も
能
松
渡
居
申
候
山
之
義
ハ
瀬
戸
中
同
断
、
明
通
松
生
不
申
山
之
義
ハ
各
別
被
仰
付
有
御
座
度
奉
存
候
右
之
通
、
唯
今
迄
明
通
松
生
不
申
山
之
義
ハ
い
つ
れ
も
今
之
通
ニ
て
可
有
御
座
様
奉
存
候
、
精
出
は
や
し
立
候
ハ
ハ
、
枝
落
ハ
八
分
、
根
切
ハ
弐
歩
、
御
用
ニ
御
切
せ
被
成
候
刻
ハ
、
末
木
枝
葉
右
之
通
其
村
へ
被
下
置
候
ハ
ハ
、
は
や
し
立
可
申
様
奉
存
候
、
左
様
御
座
近世前期徳島藩における御林制度
―３８５―
候
ハ
ハ
薪
多
罷
成
、
又
ハ
勧
農
御
用
木
等
も
其
村
々
ニ
て
丈
夫
ニ
相
調
、
百
姓
共
勝
手
能
、
御
為
ニ
も
罷
成
可
申
様
奉
存
候
、
此
段
存
寄
申
上
候
右
存
寄
承
届
、
郡
御
奉
行
へ
左
之
通
申
渡
候
一
、
在
々
野
山
、
此
已
後
五
木
林
ニ
被
仰
付
、
枝
落
真
木
等
百
姓
共
被
下
義
御
林
御
奉
行
ニ
申
渡
候
、
委
曲
彼
面
々
手
前
被
承
届
上
、
御
国
中
可
被
申
触
候
こ
こ
で
は
、
松
が
よ
く
生
育
し
て
い
る
野
山
が
あ
る
撫
養
・
瀬
戸
中
や
そ
の
他
七
郡
に
お
い
て
、
そ
の
松
を
従
来
通
り
下
げ
渡
す
の
か
否
か
、
枝
落
と
し
を
下
付
す
る
割
合
を
増
や
す
の
か
否
か
、
ま
た
松
が
生
え
な
い
山
に
対
し
て
は
対
処
を
命
じ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
問
い
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
郡
奉
行
側
は
、
精
を
出
し
て
五
木
を
は
や
し
た
場
合
、
下
付
分
に
つ
い
て
枝
落
と
し
は
八
割
、
根
切
は
二
割
に
増
加
さ
せ
、
ま
た
御
用
伐
出
後
の
末
木
・
枝
葉
は
村
に
す
べ
て
下
付
に
す
れ
ば
、
百
姓
ら
の
意
欲
も
向
上
し
木
も
生
育
し
、
薪
も
多
く
、
ま
た
勧
農
御
用
木
も
村
も
と
で
確
保
で
き
、
百
姓
に
と
っ
て
も
藩
に
と
っ
て
も
都
合
が
よ
い
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
野
山
で
の
五
木
の
生
育
が
よ
い
場
合
に
は
、
百
姓
側
に
多
少
の
優
遇
処
置
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
う
け
家
老
側
は
、
野
山
を
五
木
林
に
し
、
枝
落
し
等
は
百
姓
ら
に
下
げ
渡
す
こ
と
を
、
御
林
奉
行
に
命
じ
、
そ
の
内
容
を
郡
奉
行
に
伝
え
て
い
る
。以
上
か
ら
注
目
さ
れ
る
第
一
は
、
五
木
生
育
の
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
だ
苗
を
植
え
る
と
い
う
よ
う
な
植
林
を
意
味
す
る
表
現
は
出
て
い
な
い
。
し
か
し
、
従
来
の
よ
う
に
伐
採
を
禁
止
す
る
だ
け
で
な
く
、「
生
立
」「
は
や
し
立
」
て
る
た
め
に
、
枝
落
と
し
を
行
い
、（
枯
木
の
）
根
伐
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
五
木
の
生
育
を
は
か
る
と
い
う
育
林
的
要
素
が
芽
生
え
て
い
る
こ
と
を
看
取
で
き
よ
う
。
逆
に
い
え
ば
、
こ
う
し
た
育
林
的
要
素
が
、（
御
林
の
拡
大
と
リ
ン
ク
し
な
が
ら
出
さ
れ
て
く
る
）
野
山
に
お
け
る
五
木
確
保
の
文
脈
の
中
で
、
は
じ
め
て
現
れ
始
め
る
点
は
注
目
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
第
二
は
藩
側
が
従
来
の
野
山
に
お
け
る
五
木
の
保
護
・
育
成
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
立
木
と
枝
落
と
し
と
い
う
野
山
の
用
益
の
二
重
性
に
着
目
し
、
立
木
は
御
用
木
と
し
、
一
方
で
枝
落
と
し
等
を
一
定
の
割
合
で
百
姓
に
下
げ
渡
す
と
い
う
こ
と
で
、
野
山
を
め
ぐ
る
藩
と
百
姓
側
と
の
間
に
発
生
す
る
利
害
矛
盾
の
解
消
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
村
々
の
反
応
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
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二
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郡
御
奉
行
共
へ
申
聞
候
覚
一
、
南
北
村
々
野
山
、
前
々
よ
り
五
木
林
ニ
被
仰
付
、
猶
又
木
生
し
不
申
村
々
ハ
は
や
し
候
様
ニ
近
年
被
仰
付
候
処
、
百
姓
共
精
ニ
入
は
へ
申
所
も
有
之
、
い
ま
た
木
生
シ
不
申
村
も
有
之
由
、
其
村
々
委
細
御
林
奉
行
共
申
聞
候
、
今
以
は
へ
不
申
村
は
随
分
致
制
道
、
木
生
シ
候
様
ニ
可
仕
候
、
此
上
ニ
て
は
や
し
不
申
候
ハ
ハ
、
山
取
上
ヶ
、
他
村
之
者
共
ニ
申
付
候
様
ニ
急
度
可
申
付
候
事
一
、
近
年
新
御
林
ニ
被
仰
付
候
村
々
、
其
所
之
者
共
制
道
仕
候
得
共
、
御
触
承
知
不
仕
旨
外
村
之
者
共
申
候
ハ
ハ
、
草
木
刈
取
候
由
相
聞
不
届
之
事
候
、
此
後
左
様
之
者
有
之
候
ハ
ハ
其
村
へ
預
ヶ
置
、
早
速
御
林
奉
行
方
へ
可
申
届
候
、
並
野
山
へ
入
込
草
刈
候
者
共
小
ば
へ
ノ
木
を
も
刈
取
候
故
、
第
一
野
山
林
木
生
し
か
た
き
之
由
令
承
知
候
、
其
処
之
者
共
致
制
道
候
て
も
承
引
不
仕
、
小
は
へ
刈
取
者
有
之
候
ハ
ハ
、
其
村
へ
預
ヶ
置
、
是
又
右
御
奉
行
方
え
可
申
届
候
事
一
、
山
焼
候
義
前
々
よ
り
堅
停
止
被
仰
付
置
候
処
、
今
以
相
止
不
申
候
（
以
下
略
）
右
之
通
堅
相
守
可
申
候
、
若
不
埒
之
者
有
之
候
ハ
ハ
其
科
可
被
仰
付
旨
、
郷
中
急
度
可
被
相
触
候
、
尤
此
段
御
林
奉
行
共
へ
も
申
聞
置
候
、
以
上
十
一
月
十
三
日
こ
れ
は
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
に
家
老
か
ら
郡
奉
行
に
対
し
、
郷
中
に
触
れ
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
内
容
で
あ
る
。
同
様
の
内
容
が
御
林
奉
行
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
条
め
で
は
、
五
木
林
生
育
に
つ
い
て
、
百
姓
ら
が
精
を
入
れ
て
い
る
場
所
も
あ
る
が
、
い
ま
だ
木
が
生
育
し
て
い
な
い
村
も
あ
る
状
況
を
御
林
奉
行
が
把
握
し
て
い
る
こ
と
、
以
後
も
な
お
五
木
生
育
さ
せ
る
よ
う
に
村
々
に
命
じ
る
と
と
も
に
、
も
し
五
木
を
生
育
で
き
な
け
れ
ば
そ
の
村
か
ら
野
山
を
取
り
上
げ
、
他
村
に
与
え
る
、
と
厳
し
く
五
木
生
育
を
求
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
態
の
背
景
に
は
、
あ
え
て
五
木
の
生
育
に
心
を
く
だ
く
よ
り
も
、
村
周
辺
の
雑
木
山
で
あ
る
野
山
か
ら
、
薪
炭
お
よ
び
秣
・
下
草
を
な
お
も
確
保
し
よ
う
と
す
る
村
々
の
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
こ
と
は
二
条
め
に
、
よ
く
看
取
で
き
る
。
二
条
め
で
は
、「
新
御
林
」
の
取
締
を
そ
の
「
所
之
者
共
」
が
実
施
し
て
い
る
が
、
他
村
の
者
が
勝
手
に
山
に
入
り
、
草
木
を
刈
り
取
る
場
合
が
あ
り
、
こ
う
し
た
者
が
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
を
当
該
の
村
で
預
か
り
御
林
奉
行
に
報
告
す
る
こ
と
、
ま
た
「
野
山
」
に
入
り
込
み
草
刈
り
す
る
者
ら
が
小
さ
な
木
を
刈
り
取
っ
て
し
ま
い
、
野
山
に
林
木
が
生
育
し
な
い
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
同
様
に
報
告
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
新
林
の
場
合
は
草
木
を
刈
り
取
る
こ
と
自
体
が
、
野
山
の
場
合
は
「
小
ば
え
の
木
」
を
草
刈
時
に
刈
り
取
る
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
新
林
・
野
山
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
村
々
に
よ
っ
て
草
木
を
刈
り
取
る
山
と
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
町 田 哲
―３８６―
一
方
、
御
林
の
側
に
お
い
て
も
、
こ
の
段
階
に
至
っ
て
も
な
お
、
御
林
の
盗
伐
は
あ
と
を
絶
た
な
か
っ
た
。
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二
二
八
八
一
、
御
国
中
所
々
御
林
諸
木
并
下
草
等
、
近
年
ハ
度
々
盗
取
候
、
其
上
大
勢
催
シ
伐
取
候
仕
形
も
有
之
段
、
其
処
之
庄
屋
・
五
人
与
共
常
々
不
政
道
故
右
之
通
ニ
候
、
向
後
件
之
族
於
有
之
ハ
本
人
ハ
不
及
言
、
庄
屋
・
五
人
与
稠
敷
遂
吟
味
、
科
之
御
沙
汰
可
有
之
候
條
、
此
旨
相
守
小
百
姓
ニ
至
迄
堅
可
申
付
旨
、
屹
可
被
申
付
候
、
以
上
未
九
月
右
之
通
郡
御
奉
行
ニ
九
月
三
日
於
会
処
申
渡
候
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
九
月
の
触
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
御
林
の
諸
木
・
下
草
を
、「
大
勢
」
で
一
斉
に
伐
採
し
よ
う
と
す
る
、
い
わ
ば
「
村
ぐ
る
み
」
の
盗
伐
が
あ
ち
こ
ち
で
起
こ
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
本
人
の
み
な
ら
ず
本
村
の
庄
屋
・
五
人
組
も
そ
の
責
任
を
問
わ
れ
て
い
る
。
⑷
小
括
徳
島
藩
に
お
け
る
、
一
七
世
紀
後
半
の
御
林
拡
大
を
め
ぐ
る
動
向
を
、
以
下
に
整
理
し
よ
う
。
①
一
七
世
紀
後
半
、
徳
島
藩
で
は
御
林
を
新
た
に
拡
大
し
て
い
く
動
向
が
展
開
し
、
新
た
に
御
林
に
設
定
さ
れ
た
山
を
「
新
林
」
ま
た
は
「
新
御
林
」
と
呼
ん
だ
。
②
し
か
し
新
林
に
取
り
込
ま
れ
た
部
分
は
、
そ
れ
ま
で
村
々
の
「
野
山
」
で
、
薪
や
秣
肥
な
ど
生
活
に
不
可
欠
な
雑
木
山
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
村
々
で
は
新
林
の
用
益
を
な
お
も
確
保
し
よ
う
と
す
る
動
向
が
存
在
し
た
。
御
林
の
拡
大
か
、
野
山
の
維
持
か
を
め
ぐ
っ
て
、
藩
側
と
村
側
と
の
間
で
大
き
な
矛
盾
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
③
寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
に
は
、
か
か
る
事
態
を
藩
側
も
想
定
し
、
御
林
取
り
込
み
が
「
百
姓
共
迷
惑
」
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
図
り
、
か
つ
前
年
の
一
一
年
に
は
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
に
触
れ
ら
れ
て
い
た
七
木
禁
止
を
解
除
す
る
な
ど
、
村
々
の
側
に
対
し
て
一
定
の
配
慮
を
示
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
質
的
な
矛
盾
の
解
消
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
④
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
藩
側
は
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
ⅰ
新
林
伐
採
後
の
野
山
化
、
お
よ
び
ⅱ
五
木
の
根
伐
を
命
じ
た
。
新
林
で
の
用
材
と
、
御
林
以
外
で
の
五
木
伐
採
と
い
う
点
で
、
藩
は
あ
る
程
度
の
御
用
材
を
確
保
す
れ
ば
、
あ
と
は
百
姓
側
の
利
用
権
を
認
め
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
こ
と
な
る
。
こ
の
触
を
き
っ
か
け
に
、
新
林
を
伐
出
す
こ
と
で
野
山
復
活
を
果
た
そ
う
と
す
る
百
姓
側
の
動
向
が
惹
起
す
る
な
ど
、
大
き
な
混
乱
が
生
じ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
⑤
し
た
が
っ
て
、
こ
の
方
針
は
三
年
後
に
撤
回
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
単
に
天
和
三
年
以
前
へ
の
回
帰
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
一
つ
に
は
こ
れ
以
後
、
い
っ
た
ん
御
林
と
な
っ
た
山
が
設
定
解
除
（「
御
明
」）
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
点
、
今
一
つ
は
従
来
の
五
木
伐
採
禁
止
だ
け
で
な
く
五
木
伐
採
後
の
「
生
立
」
と
い
う
育
林
的
発
想
が
芽
生
え
た
点
で
あ
る
。
後
者
は
枝
落
の
多
く
を
百
姓
ら
に
下
付
す
る
こ
と
を
テ
コ
に
、
五
木
生
育
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
実
に
は
、
一
部
で
枝
落
等
を
薪
と
し
て
販
売
す
る
場
合
は
あ
っ
た
も
の
の
、
全
面
的
に
育
林
が
展
開
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
五
木
は
御
用
木
で
あ
り
、
百
姓
の
育
林
的
意
欲
を
高
め
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
む
す
び
に
か
え
て
徳
島
藩
に
お
け
る
御
林
制
度
の
展
開
を
一
七
世
紀
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
。
ま
と
め
は
各
章
の
小
括
に
譲
る
と
し
て
、
以
下
、
そ
の
後
も
展
開
す
る
御
林
拡
大
状
況
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
次
の
史
料
は
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
二
月
三
日
、
御
蔵
奉
行
と
御
林
奉
行
の
双
方
に
命
じ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
、
山
里
空
地
の
新
林
登
録
の
願
書
が
（
村
か
ら
藩
に
）
提
出
さ
れ
た
場
合
、
従
来
は
双
方
で
立
ち
会
い
見
分
を
遂
げ
て
許
可
を
与
え
て
き
た
が
、
そ
れ
で
は
煩
雑
で
あ
る
の
で
、
以
後
、
御
林
奉
行
で
見
分
を
遂
げ
る
だ
け
で
御
林
に
命
じ
て
よ
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
（
御
蔵
奉
行
は
事
後
に
見
分
）。
【
史
料
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】『
藩
法
集
』
一
六
二
七
一
、
山
里
空
地
新
林
願
之
義
、
御
蔵
奉
行
請
持
、
御
林
奉
行
立
合
申
談
遂
見
分
、
可
然
所
ハ
双
方
よ
り
申
出
承
届
候
上
、
御
林
ニ
被
仰
付
来
候
、
然
共
、
双
方
見
分
仕
義
御
用
ニ
指
支
難
相
調
、
右
願
年
々
相
滞
、
其
侭
空
地
ニ
て
罷
在
、
不
成
御
為
趣
ニ
候
、
依
之
、
右
願
出
候
義
ハ
只
今
迄
之
通
、
件
之
場
処
見
分
之
義
ハ
双
方
不
及
立
合
、
先
御
林
奉
行
迄
遂
見
分
、
御
林
ニ
被
仰
付
可
然
処
ハ
申
出
承
届
候
上
、
可
被
仰
付
候
、
追
て
御
蔵
奉
行
遂
見
分
、
相
障
義
も
有
之
節
は
双
方
申
談
可
申
出
旨
、
覚
書
ヲ
以
双
方
へ
申
渡
候
既
に
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
九
月
七
日
に
目
論
見
方
萱
野
藪
が
御
蔵
所
付
き
に
な
り
、
同
日
に
郷
中
空
地
も
御
蔵
所
付
き
で
そ
の
吟
味
も
御
蔵
所
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
連
動
し
て
、
同
月
二
五
日
に
は
こ
こ
で
対
象
と
な
っ
て
い
る
山
里
空
地
に
つ
い
て
も
御
蔵
所
付
き
と
な
り
、
山
里
空
地
の
新
開
や
新
林
化
も
、
目
論
見
奉
行
で
は
な
く
御
蔵
所
に
（
村
々
か
ら
）
申
し
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
翌
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
六
月
三
日
は
御
林
内
の
空
地
新
開
の
場
合
も
御
蔵
奉
行
が
、
願
い
を
受
け
見
分
す
る
主
体
に
命
じ
ら
れ
て
い
る（
28
）。
し
た
近世前期徳島藩における御林制度
―３８７―
が
っ
て
、
享
保
七
年
の
触
は
、
新
林
化
の
許
可
は
、
御
蔵
奉
行
で
は
な
く
御
林
奉
行
が
優
先
的
に
担
う
こ
と
を
決
定
し
た
内
容
と
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
後
も
御
林
拡
大
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
問
題
と
な
る
の
は
、
「
山
里
空
地
」
と
は
ど
の
よ
う
な
土
地
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
詳
細
は
実
態
分
析
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
宝
永
七
年
の
触
で
は
山
里
空
地
を
新
開
す
る
場
合
と
新
林
に
す
る
場
合
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
村
周
辺
の
木
材
伐
採
跡
地
な
い
し
は
雑
木
山
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
村
々
は
な
ぜ
こ
う
し
た
土
地
を
わ
ざ
わ
ざ
「
新
林
」
や
新
開
を
願
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
当
該
期
に
は
一
方
で
野
山
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
中
で
、
そ
の
背
景
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
全
面
的
考
察
は
、
別
の
機
会
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
現
在
、
把
握
で
き
る
史
料
で
そ
の
実
態
が
わ
か
る
も
の
は
少
な
い
が
、
管
見
の
限
り
御
林
化
の
過
程
が
わ
か
る
史
料
を
以
下
に
掲
げ
、
そ
の
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。
【
史
料
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】『
藩
法
集
』
二
二
二
八
一
、
木
頭
御
奉
行
長
谷
川
六
右
衛
門
・
上
里
才
右
衛
門
・
久
米
六
郎
兵
衛
申
聞
候
ハ
、
木
頭
之
内
野
山
分
、
左
之
通
此
以
後
御
差
留
、
御
林
ニ
可
被
仰
付
哉
、
存
寄
之
趣
申
聞
候
由
ニ
付
、
承
届
、
存
念
之
通
可
申
付
旨
、
申
渡
之
一
、
木
頭
野
田
久
保
御
林
よ
り
下
御
朱
印
谷
之
方
た
ひ
ヶ
谷
之
方
す
た
れ
ニ
て
野
山
分
御
留
之
事
一
、
同
所
海
河
谷
野
山
之
内
東
俣
分
御
留
之
事
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
一
一
月
二
八
日
、
木
頭
地
域
の
二
つ
の
野
山
に
つ
い
て
御
林
に
取
り
込
む
こ
と
を
、
木
頭
奉
行
三
人
が
家
老
に
対
し
て
上
申
、
家
老
が
そ
れ
を
了
解
し
た
申
渡
書
で
あ
る
。
管
轄
の
別
こ
そ
あ
る
が
、
御
林
化
の
最
終
確
認
は
、
目
路
見
奉
行
・
蔵
奉
行
あ
る
い
は
こ
の
場
合
の
よ
う
に
郡
奉
行
系
統
の
木
頭
奉
行
が
家
老
に
上
申
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
【
史
料
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】
森
江
勝
久
『
日
野
谷
村
の
歴
史
』（
私
家
版
、
一
九
九
五
年
）
五
二
頁
正
徳
三
年
十
月
十
六
日
横
石
村
自
分
林
梢
代
銀
指
上
帳
（
村
史
野
々
宮
武
一
所
蔵
）
大
針
西
ノ
へ
ら
一
壱
反
程
長
左
衛
門
（
印
）
同
一
壱
反
程
益
右
衛
門
（
印
）
同
一
壱
反
程
六
重
郎
（
印
）
（
中
略
）
杉
し
や
う
一
壱
反
程
三
郎
右
衛
門
（
印
）
西
坂
一
壱
反
程
与
市
兵
衛
（
印
）
御
い
谷
一
壱
反
程
磯
右
衛
門
（
印
）
（
中
略
）
梅
久
保
道
一
百
五
拾
歩
程
貞
平
（
印
）
中
山
一
弐
拾
歩
程
徳
兵
衛
（
印
）
（
中
略
）
花
さ
い
口
わ
か
び
さ
て
一
九
反
程
義
左
衛
門
（
印
）
町
数
七
町
壱
反
拾
歩
程
此
梢
代
弐
拾
壱
匁
四
分
、
但
壱
反
ニ
付
三
分
宛
右
は
当
村
稼
山
五
歩
一
指
上
申
ニ
付
御
留
山
ニ
罷
成
候
、
依
用
水
道
具
・
薪
道
具
無
御
座
候
故
、
牛
飼
野
こ
ゑ
草
山
之
内
ニ
而
真
木
之
類
并
雑
木
植
等
仕
可
申
候
、
相
応
梢
代
銀
御
極
被
遊
、
毎
年
被
為
召
上
可
被
下
旨
被
為
仰
付
、
難
有
土
地
割
当
梢
代
銀
壱
反
ニ
付
三
分
宛
被
仰
付
、
御
請
仕
帳
面
指
上
、
右
運
上
毎
年
十
月
切
ニ
無
滞
指
上
可
申
候
、
以
上
正
徳
三
年
巳
ノ
十
月
十
六
日
横
石
村
庄
屋
若
左
衛
門
（
印
）
同
村
五
人
組
久
五
郎
（
印
）
同
五
郎
兵
衛
（
印
）
成
川
理
兵
衛
殿
横
石
村
（
現
那
賀
町
相
生
）
で
は
、
も
と
も
と
稼
山
が
存
在
し
、
藩
に
「
五
歩
一
」
を
上
納
し
て
き
た
が
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
の
今
回
「
五
歩
一
」
上
納
を
断
念
し
た
結
果
、
藩
か
ら
稼
山
を
「
御
留
山
」
に
命
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
は
用
水
道
具
等
を
確
保
す
る
場
が
な
い
た
め
、
代
わ
り
に
村
内
の
牛
飼
野
肥
草
山
に
真
木
・
雑
木
を
植
え
、
そ
の
面
積
に
応
じ
て
「
梢
代
銀
」
を
上
納
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
内
容
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
原
史
料
を
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
こ
の
史
料
は
次
の
点
で
、
重
要
な
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
伝
え
て
く
れ
る
。
第
一
に
、
百
姓
の
「
稼
山
」
に
は
「
五
歩
一
」
が
賦
課
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
野
山
や
「
稼
山
」
が
御
林
に
取
り
込
ま
れ
る
背
景
と
し
て
は
、
五
歩
一
な
ど
の
賦
課
に
対
し
て
、
稼
山
を
藩
に
返
納
す
る
こ
と
で
そ
の
負
担
を
軽
減
し
た
い
と
い
う
村
側
の
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る（
29
）。
第
三
に
、
名
目
と
し
て
は
「
用
水
道
具
・
薪
道
具
」
確
保
の
た
め
で
あ
る
も
の
の
、
新
た
に
村
の
草
山
に
植
林
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
材
木
や
薪
炭
と
し
て
産
出
し
て
い
く
山
が
拡
充
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
材
木
・
薪
炭
需
要
の
高
ま
り
の
中
で
、
藩
に
五
歩
一
を
徴
収
さ
れ
る
よ
り
も
、
反
あ
た
り
で
運
上
銀
三
分
を
上
納
す
る
ほ
う
が
負
担
が
少
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
こ
で
の
主
体
が
単
な
る
「
村
」
で
は
な
い
点
が
第
四
に
特
筆
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
村
の
草
山
の
一
部
が
、
梢
代
銀
を
上
納
し
て
い
る
個
人
の
「
自
町 田 哲
―３８８―
分
林
」と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
村
共
同
体
と
、
材
木
・
薪
炭
産
出
を
企
図
す
る「
自
分
林
」
所
持
者
と
の
間
に
は
、
大
き
な
村
内
矛
盾
も
ま
た
発
生
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
御
林
拡
大
の
背
景
に
は
、
藩
側
の
御
用
木
確
保
の
一
方
で
、
こ
う
し
た
材
木
お
よ
び
薪
炭
需
要
の
高
ま
り
の
も
と
、
秣
・
刈
敷
と
い
っ
た
農
業
利
用
か
ら
林
業
的
利
用
へ
の
転
換
が
進
行
す
る
中
で
、
材
木
・
薪
炭
産
出
の
拡
大
を
め
ざ
す
「
自
分
林
」
所
持
者
の
動
向
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か（
30
）。
本
稿
で
は
、
触
を
中
心
に
近
世
前
期
の
御
林
の
展
開
を
検
討
し
た
た
め
、
地
域
の
中
で
の
、
①
御
林
番
人
に
よ
る
（
資
源
管
理
も
含
め
た
）
御
林
支
配
の
実
態
、
②
請
負
人
に
よ
る
利
用
形
態
、
③
御
林
と
地
域
と
の
関
係
等
、
御
林
を
め
ぐ
る
社
会
的
諸
関
係
の
解
明
は
、
す
べ
て
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
林
業
地
帯
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
く
木
頭
地
域
と
そ
の
他
の
地
域
と
の
類
型
論
的
把
握
等
も
含
め
て
、
他
日
を
期
し
た
い
。
註
（
1
）
津
川
正
幸
「
近
世
木
頭
林
業
」『
関
西
大
学
経
済
論
集
』
六
巻
五
号
、
一
九
五
六
年
。
（
2
）
徳
島
県
『
徳
島
県
林
業
史
』（
半
田
良
一
・
有
木
純
善
他
執
筆
）
徳
島
県
林
業
史
編
さ
ん
協
議
会
、
一
九
七
四
年
。
（
3
）
有
木
純
善
『
林
業
地
帯
の
形
成
過
程
―
木
頭
林
業
の
展
開
構
造
―
』
日
本
林
業
技
術
協
会
、
一
九
七
四
年
。
（
4
）
藩
法
研
究
会
編
『
藩
法
集
3
徳
島
藩
』
創
文
社
、
一
九
六
二
年
。
（
5
）
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
『
蜂
須
賀
家
文
書
』（
文
書
番
号
二
五
五
〈
一
〜
一
五
〉）。
（
6
）『
阿
波
藩
民
政
史
料
・
下
』
徳
島
県
、
一
九
一
四
年
、
一
九
六
〇
頁
。
以
下
、
本
文
の
よ
う
に
略
す
。
（
7
）
蜂
須
賀
家
政
。
蓬
庵
は
、
家
政
の
子
初
代
藩
主
至
鎮
の
死
後
、
元
和
六
年（
一
六
二
〇
）
か
ら
幼
年
の
嫡
孫
二
代
忠
英
の
後
見
を
勤
め
て
い
た
（
忠
英
元
服
の
寛
永
四
年
〈
一
六
二
七
〉
ま
で
）。
（
8
）
高
橋
啓
『
近
世
藩
領
社
会
の
展
開
』
渓
水
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
四
頁
・
表
二
「
徳
島
藩
の
軍
役
負
担
」
参
照
。
中
で
も
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
六
月
伏
見
城
修
復
、
同
一
八
年
（
一
六
一
三
）
禁
裏
仙
洞
御
所
造
営
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
大
坂
城
普
請
、
寛
永
一
六
・
二
〇
年
（
一
六
三
九
・
四
三
）
江
戸
城
普
請
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
江
戸
城
西
ノ
丸
普
請
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
材
木
が
徳
島
藩
か
ら
公
儀
に
献
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（『
阿
淡
年
表
秘
録
』『
徳
島
県
史
料
第
一
巻
』
徳
島
県
、
一
九
六
四
年
所
収
）。
（
9
）
藩
法
研
究
会
編
『
藩
法
集
3
徳
島
藩
』
創
文
社
、
一
九
六
二
年
。
漢
数
字
は
掲
載
番
号
。
以
下
、
本
文
の
よ
う
に
略
す
。
（
10
）
前
掲
註
3
『
林
業
地
帯
の
形
成
過
程
』
九
〇
頁
で
有
木
純
善
氏
は
、
海
部
郡
百
姓
を
、
海
部
郡
の
浦
々
の
百
姓
と
理
解
し
、
彼
ら
に
よ
る
山
の
伐
採
・
流
通
に
対
す
る
許
可
と
み
て
い
る
が
、
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
当
時
の
海
部
郡
は
木
頭
地
域
を
含
ん
で
お
り
、「
海
部
郡
百
姓
」
を
無
前
提
に
浦
々
百
姓
と
ま
で
読
み
込
む
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
り
た
い
。
こ
こ
で
は
、む
し
ろ
御
留
山
と
そ
れ
以
外
の
山
と
の
区
別
を
明
示
し
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
（
11
）
木
頭
中
島
奉
行
が
こ
の
時
点
で
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
十
七
世
紀
中
頃
に
は
、
木
頭
地
域
は
木
材
産
出
の
一
大
地
域
で
あ
り
、
そ
の
掌
握
に
つ
い
て
藩
が
積
極
姓
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
な
お
、
木
頭
中
島
奉
行
は
、
の
ち
の
木
頭
代
官
に
継
承
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
郡
奉
行
系
統
と
は
別
の
支
配
系
統
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（
12
）『
藩
法
集
』
二
一
二
一
。
た
だ
し
、
一
九
世
紀
初
頭
の
よ
う
に
、
こ
れ
を
登
録
す
る
動
き
は
な
い
。
（
13
）「
御
家
老
ゟ
被
申
渡
候
一
巻
并
郡
奉
行
共
方
ゟ
時
々
申
達
相
極
候
郡
方
記
録
／
壱
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
『
蜂
須
賀
家
文
書
』
二
八
七
〈
一
〉＝
『
阿
淡
御
条
目
』
二
二
（「
阿
淡
御
条
目
」『
徳
島
県
史
料
第
二
巻
』
徳
島
県
、
一
九
六
七
年
）。
覚
一
、
今
度
在
々
野
山
分
松
・
椚
・
楊
梅
・
杉
・
檜
五
木
、
自
今
以
後
御
留
被
成
候
、
然
共
正
月
門
松
之
義
ハ
如
例
年
野
山
ニ
而
有
来
通
可
仕
旨
、
賀
嶋
主
水
被
申
聞
候
ニ
付
、
在
々
相
触
申
候
子
極
月
三
日
右
ハ
年
号
相
知
不
申
、
寛
文
記
録
之
内
ニ
御
座
候
な
お
、
寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
に
も
、「
御
国
中
野
山
分
」
で
の
松
・
椚
・
杉
・
檜
・
楊
梅
の
五
木
の
伐
採
禁
止
が
再
確
認
さ
れ
る
が
（
後
述
）、
下
苅
・
下
草
は
従
来
通
り
用
益
可
能
で
、
野
山
の
う
ち
「
百
姓
か
せ
き
山
」
は
五
木
保
護
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
。
（
14
）『
藩
法
集
』
二
一
二
六
。
（
15
）『
藩
法
集
』
一
五
四
九
。
（
16
）『
藩
法
集
』
一
三
三
〇
。
同
じ
内
容
を
含
む
指
示
が
、
六
月
一
三
日
に
国
奉
行
に
も
申
渡
さ
れ
て
い
る
（『
藩
法
集
』
二
一
三
四
）。
近世前期徳島藩における御林制度
―３８９―
（
17
）
分
一
制
度
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
検
討
し
た
い
。
（
18
）
留
山
と
留
林
と
の
区
別
も
難
し
い
。
た
だ
、
ｂ
が
留
山
と
添
林
を
あ
わ
せ
、
あ
ら
た
め
て
「
御
留
林
」
と
さ
れ
て
い
る
点
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
山
だ
け
で
な
く
林
の
状
態
を
も
含
む
も
の
を
「
留
林
」
と
呼
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
（
19
）「
御
明
」
と
な
っ
た
場
所
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
の
か
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
地
元
百
姓
の
利
用
に
供
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。
（
20
）
前
掲
『
阿
淡
年
表
秘
録
』
一
五
七
〜
八
頁
。
三
代
藩
主
光
隆
の
奥
方
と
前
年
二
月
に
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
千
松
丸（
の
ち
四
代
綱
通
）は
本
郷
の
小
笠
原
信
濃
守
下
屋
敷
に
避
難
、
二
一
日
に
芝
の
中
屋
敷
に
入
っ
て
い
る
。
（
21
）
同
日
に
家
老
山
田
・
賀
島
か
ら
木
頭
代
官
に
あ
て
て
、
①
那
賀
川
筋
で
商
人
が
仕
出
す
松
・
檜
・
槙
・
黄
檜
・
柏
・
楠
に
対
し
四
分
一
、
②
浅
木
・
梧
（
青
桐
）
・
桑
・
朴
・
と
ち
・
竹
・
炭
の
仕
出
し
に
は
五
分
一
を
徴
収
す
る
こ
と
、
③「
半
材
木
」
で
代
銀
で
徴
収
せ
ざ
る
を
え
な
い
場
合
に
は
中
島
浦
で
の
相
場
に
依
る
こ
と
、
④
材
木
を
大
坂
へ
差
し
登
す
場
合
に
は
、
問
屋
仕
切
値
段
か
ら
分
一
を
徴
収
す
る
こ
と
、
⑤
薪
は
一
〇
〇
石
あ
た
り
口
銀
二
〇
目
を
徴
収
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
る
（『
藩
法
集
』一
三
三
七
）。
大
坂
か
ら
の
材
木
需
要
等
の
高
ま
り
に
呼
応
し
て
、
木
材
を
い
っ
そ
う
伐
出
さ
せ
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
分
一
徴
収
に
よ
っ
て
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
藩
側
の
思
惑
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
22
）
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
六
月
二
八
日
に
は
、
勝
浦
郡
川
筋
よ
り
出
す
諸
材
木
・
薪
・
玉
滑
の
盗
木
に
つ
い
て
、
本
人
だ
け
で
な
く
、
主
人
や
庄
屋
も
過
銀
一
〇
匁
、
お
よ
び
村
中
か
ら
も
過
銀
四
三
匁
を
徴
収
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
（
農
林
省
編
『
日
本
林
制
史
資
料
徳
島
藩
・
宇
和
島
藩
』
朝
陽
会
、
一
九
三
〇
年
、
の
ち
臨
川
書
店
復
刻
版
、
一
九
七
一
年
、
五
五
〜
五
六
頁
）。
（
23
）『
藩
法
集
』
二
一
九
〇
。
（
24
）
元
禄
四
年
六
月
に
も
長
谷
川
主
計
か
ら
「
野
山
新
林
・
五
木
林
伐
明
共
先
規
之
通
御
林
ニ
被
仰
付
候
間
、
伐
取
申
分
御
停
止
ニ
被
仰
付
」
と
御
林
伐
採
禁
止
が
再
度
触
れ
ら
れ
て
い
る
（「
御
仕
置
御
家
老
ゟ
御
書
附
を
以
被
仰
渡
候
郡
所
記
録
」
前
掲
『
蜂
須
賀
家
文
書
』
二
八
六
〈
一
〉）。
（
25
）
津
川
氏
の
「
稼
山
」
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
3
有
木
『
林
業
地
帯
の
形
成
過
程
』（
第
二
章
）
で
、
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
。「
稼
山
」
や
「
百
姓
請
込
山
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
実
態
面
か
ら
別
途
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。
（
26
）
こ
こ
で
は
同
内
容
（
傍
線
部
）
が
各
奉
行
に
触
れ
ら
れ
、
対
象
の
違
い
に
対
応
し
て
続
く
部
分
に
既
述
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
逆
に
当
該
期
に
お
け
る
各
奉
行
の
管
轄
区
分
が
判
明
す
る
。
①
御
林
周
辺
の
検
地
帳
登
録
田
畑
に
つ
い
て
は
郡
奉
行
管
轄
、
御
林
と
そ
の
周
辺
の
百
姓
請
込
山
に
つ
い
て
は
②
那
賀
郡
で
は
木
頭
奉
行
管
轄
、
③
他
郡
で
は
御
林
奉
行
、
で
あ
る
。
（
27
）
ち
な
み
に
新
林
以
前
か
ら
の
御
林
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
も
御
林
解
除
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
例
え
ば
、
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
勝
浦
郡
殿
河
内
山
が
「
御
留
山
」
に
命
じ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
と
の
関
わ
り
で
名
東
郡
上
下
佐
那
河
内
・
名
西
郡
上
山
・
神
領
は
「
御
赦
免
」
と
な
り
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
以
来
の
よ
う
に
せ
よ
と
の
「
御
赦
免
之
証
文
」
が
下
付
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
日
本
林
制
史
資
料
徳
島
藩
・
宇
和
島
藩
』
一
四
九
〜
一
五
〇
頁
）。「
御
赦
免
」
が
留
山
解
除
を
意
味
す
る
の
か
、
こ
の
時
に
「
留
山
」
と
な
る
こ
と
が
回
避
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
、
判
断
が
難
し
い
。
御
林
で
あ
れ
ば
具
体
的
な
御
林
名
が
記
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
、
延
宝
五
年
の
稼
山
許
可
が
ど
う
い
っ
た
理
由
で
だ
さ
れ
、
そ
の
後
の
状
態
も
不
明
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
御
林
解
除
は
そ
の
後
に
つ
い
て
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
新
林
以
前
の
御
林
に
つ
い
て
も
「
明
山
」
に
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、む
し
ろ
御
林
を
維
持
し
て
い
く
方
向
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
28
）『
藩
法
集
』
一
六
一
五
・
一
六
一
六
・
一
六
一
八
・
一
六
二
一
。
（
29
）
拙
稿
「
近
世
前
期
の
祖
谷
山
請
負
商
人
と
大
坂
」（
塚
田
孝
編
『
身
分
的
周
縁
の
比
較
史
』
清
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
で
ふ
れ
た
、
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）
の
祖
谷
山
百
姓
に
よ
る
藩
へ
の
杣
山
献
上
願
い
（
最
終
的
に
は
願
い
下
げ
）
も
、「
杣
山
」＝
「
御
年
貢
請
込
山
」
の
負
担
軽
減
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
（
30
）
御
林
拡
大
の
問
題
で
は
な
い
が
、
武
蔵
国
西
川
地
方
で
は
、
一
七
世
紀
後
半
以
降
、
木
炭
生
産
・
用
材
生
産
の
展
開
に
伴
っ
て
、
切
替
畑
の
付
属
林
野
に
よ
る
入
会
地
へ
の
侵
食
が
拡
大
し
、
入
会
地
利
用
が
圧
迫
さ
れ
て
い
く
動
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
加
藤
衛
拡
『
近
世
山
村
史
の
研
究
―
江
戸
地
廻
り
山
村
の
成
立
と
展
開
―
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
、
第
二
章
）。
【
付
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
（
Ｂ
））「
近
世
阿
波
に
お
け
る
山
村
の
地
域
特
性
に
関
す
る
構
造
論
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
町
田
哲
、
課
題
番
号
・
二
二
七
二
〇
二
四
八
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
近
世
前
期
の
徳
島
藩
政
の
展
開
お
よ
び
御
林
関
係
史
料
の
所
在
に
つ
い
て
、
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
学
芸
員
・
根
津
寿
夫
氏
よ
り
種
々
ご
教
示
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
町 田 哲
―３９０―
This study investigates the regulation of forest preserves, called ohayashi, in Tokushima Domain in the
seventeenth century, through an examination of domainal regulations. The material needs for establishing a
system of government−such as the construction of a castle, official residences, and naval shipbuilding−ne-
cessitated Tokushima Domain to secure large quantities of construction timber. In order to obtain this tim-
ber, the domain established forest preserves（ohayashi and tomeyama）, and began to designate exceptionally
fine individual trees as goboku and shichiboku（the lord’s trees）, thereby forbidding its harvest without
government permission.
As the seventeenth century progressed, the domain tightened its regulations, establishing new forest
preserves（shin−bayashi）in mountains（noyama）previously open to public harvesting in an attempt to
conserve what timber remained there. However, since villagers had been exploiting the resources of these
mountains（noyama）freely−for use as fuel, fodder, and fertilizer−the timber on certain mountains became
exhausted by the latter half of the century, intensifying the conflict between the domainal lord and peas-
ants over the use of mountain resources. Although the domain sought to appease the peasants by granting
permission to use forest preserves not earmarked for the lord’s use, and encouraged the cultivation of
goboku, such initiatives could not resolve the fundamental issues at stake.
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